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沖縄県の沿岸漁業及び沖縄島周辺沿岸域で漁獲される水産資源の現状を評価するために，沖縄県水

産海洋技術センターの漁獲統計データベースを基に，1989－2015 年度の漁業データを整理，解析し

た．過去27年間の沖縄県の海面漁業生産量及び生産額は，1993年の16,402トン，約118億円をピ

ークに漸減し，2015年は11,842トン，約94億円となり，それぞれ28%，20%減少した．対象生物

の分布特性により，沿岸，沖合底層（沖底），沖合表層（沖表）の3つの漁業に区分すると，27年間

の漁獲量は，沖表漁業では顕著な減少傾向がない一方で，沿岸漁業では 65%，沖底漁業では 57%減

少し，顕著な減少傾向を示した． 
沿岸漁業の漁獲量の約6割を占める沖縄島周辺について，資源の現状を詳しく解析した．科または

目レベルの 69 分類群を集計した結果，漁獲量ではアジ科，ブダイ科，フエフキダイ科の 3 科，生産

額では，ハタ科，フエフキダイ科，ブダイ科の3科が全体の30％以上を占めており，重要な分類群で

あること等を特定した．また，113 の有効魚種区分のうち，漁獲量の 93%を占める 86 分類群につい

て，単位努力あたりの漁獲量(CPUE)を指標に，資源状態を評価した．そのうち，61分類群では長期

傾向が「減少」，うち 51 分類群の水準は「低位」で，水準の評価値は 0.05－0.68（平均 0.40）であ

った．これらのことから，沿岸漁業では，漁獲量の6割を占める分類群で，資源量指数は平均で6割

減少しており，多くの分類群で，著しい資源状態の悪化が示唆された．沖縄県の漁業において，沿岸

漁業は，漁業者の半数以上が従事し，かつては漁獲量で1／4，生産額で1／3を占めた重要な漁業で

ある．しかし，多くの分類群で資源状態は相当に悪化しており，資源回復と管理に向けた包括的な対

策が必要である． 
 

 
目 的 
沖縄沿岸域における漁業の生産量は減少し続けており，水

産業の低迷とその背景にある水産資源の減少が懸念されてい

る．その根拠の基礎となる統計資料は，主に国が取りまとめ

る沖縄農林水産統計年報と，沖縄県水産海洋技術センターが

独自に収集している漁獲統計データベース（以下，DB）があ

る．前者は，対象種の区分が大まかであるが，1960年代から

のデータが記録されており，長期的かつ大まかな分類群・漁

業種類ごとの漁業の動向を把握するのに有用であった．しか

し，2007年以降，統計の集計方法が大幅に変更され，沿岸性

魚種の統計区分が削減されたことから，沖縄沿岸域の漁獲対

象種の漁獲動向の把握には，ほぼ利用できなくなった．一方，

DBは，県内各市場の毎日の競り伝票を，1989年（平成元年）

からデータベースに一元化したものであり，魚種・競り銘柄，

漁協（地域），期間ごと等，任意の抽出・集計条件で詳細な統

計情報が利用できる（本永，1988）．この詳細な統計情報は，

これまでも，魚種ごとの漁獲動向の把握や資源量推定等に活

用されてきた（例えば，海老沢，2001，2004, 2008a; 海老沢・

金城，2002; 太田ほか，2013; 秋田ほか，2015）．しかし，沿

岸対象種全体の資源の動向については，八重山海域（太田，

2007; 秋田ほか，2015），沖縄島北部海域（海老沢，2008b）
など一部の海域についての報告に留まり，漁業者・生産量の

最も多い沖縄島海域を始め，全県的な整理はなされていなか

った． 
DBには広範囲かつ詳細な漁業データが収集されているが，

県内の広い範囲において，沿岸漁業対象種全体の動向を把握

するためには，市場間のデータの解像度（特に競り名称等，

対象魚種の区分）の違い，時間的なデータ解像度の変化，市

場から他市場へ流通する場合の重複集計など，コードの統合

やデータの集計の際に考慮すべき事項への対応方法を定め，

膨大なデータを，実用的かつ正確な漁獲統計情報として再整

理する必要があった．本研究は，過去 27 年間（1989－2015
年のDBデータを整理し，DBの漁獲データを可能な限り，適

切に集計・解析し，1) 沖縄県漁業における沿岸漁業の位置づ

けを明らかにするとともに，2) 沖縄島における沿岸漁業及び

水産資源の動向と現状を評価すること，3) 今後の資源管理策

及び水産施策の基礎とすることを目的とした． 
DB は，沖縄県の水産業に関する研究や施策の基礎となる
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重要なシステムである．この DB は，県内の各漁協等からデ

ータを提供して頂くことで成り立っており，これまでにも各

漁協職員等関係者には多大な協力をいただいた．記して感謝

申し上げる．また，DB は，当センター歴代担当研究員並び

に非常勤職員の不断の努力によって，構築・維持管理されて

いることを付記して，敬意を表したい． 
 
材料及び方法 
１）漁獲統計データベース概要 
沖縄県水産海洋技術センター漁獲統計データベース（以下，

DB）は，1989年の整備以降，2016年4月現在，沖縄県内24
か所の卸売市場における競り帳（売掛伝票）データを基に，

漁獲統計情報を集積している（表 1）．DB には，通常，競り

売りの単位である一山ごとに，競り名称（魚種・銘柄），市場

コード，出荷日，出荷者コード，漁業種類，漁獲重量，金額

等が記録されている．各市場では魚種銘柄やそれに対応する

魚種コードが異なるため，DBでは2013年時点で596種類の

県統一魚種コード（以下，県魚種コード）によって，統一し

た魚種情報を割り当てている（本永，1988）．県魚種コードは，

単一種を示す場合もあるが，多くは目，科，属などの分類学

的に近縁なグループの集合であり，一部では，個体サイズや

加工・処理状態などでも区分されている（補足資料1: Appendix 
1）． 
 
２）魚種コード表の編集 
 本研究では，この県魚種コードに対して，分類群，生息地

の区分を各々割り当て，新たなコード表を作成した（補足資

料1: Appendix 1）．分類群，生息地については中坊（2013）を

参考にした．また，市場やデータの収集期間によって，魚種

銘柄に含む種構成や解像度が異なるため，統一的な集計によ

り全県的な長期間の漁獲動向を把握できるように，県魚種コ

ードに対応する種名（和名）の情報を各漁協へ聞き取りを行

い整理するとともに，適宜統合して，有効魚種区分 [有効魚

種コード：Effective Fish Code（EFC），有効魚種名：Effective Fish 
Name（EFN）] を新たに設定した（表2，補足資料1: Appendix 
1）．有効魚種区分は，種，属，科，目など分類学的な基準を

原則に，長期の漁獲動向を評価し得る，可能な限り下位の分

類群とし，多くは近縁の数種や同一の科に属するものの集合

であるが，一部では形態の類似した異なる科に属する種の組

み合わせなど，市場での取り扱いの実情に応じた任意のグル

ープとした． 
 
３）出荷者コードへの所属情報・海域コードの付加 
 DB のデータは基本的には属地情報（市場毎の統計値）で

あるが，出荷者（漁業者）コードとその所属情報を整理する

ことによって，属人情報（出荷者の所属地域毎の統計値）と

なる．また，特に沿岸漁業では，出荷者の所属する漁協によ

って管理された共同漁業権区域内及びその周辺で操業される

場合が多いと考えられることから，所属情報により，操業海

域として全12区分の海域コードと，それを包括する3つの生

産地区分（沖縄県，県外，不明）を割り当てた（表3）．通常，

出荷者の所属漁協の地先海域としたが，特に複数の漁協や海

域からの水揚げが盛んである 5 市場（名護，浦添・宜野湾，

那覇沿岸，那覇地区，県漁連）については，出荷者の所属情

報（漁協，支所，地区等による区分）を基に，出荷者コード

ごとに海域コードを割り当てた．ただし，特に自由漁業であ

る釣り漁業（一本釣り，延縄，曳縄）では，実際には他の海

域からの漁獲が含まれる．また，出荷者の所属に関する情報

は過去のものほど十分な情報がなく，整理が不十分であった

可能性がある（特に県漁連市場）ことなど，海域の情報には

誤差が含まれることに留意が必要である． 
 
４）データ抽出・集計の条件及び範囲 
①解析データの期間・対象地域 
本研究では，2012年4月にデータ収集が開始された北谷漁

協を除き，23市場の1989年度から2015年度（27年間）の漁

獲情報を用いた（各年度 4 月翌年 3 月まで）（表 1）．なお，

県漁連市場は，2008年3月以降，那覇地区漁協市場と統合し

て，泊魚市場有限責任事業組合となった．また，集計の単位

は生息地，分類群，海域区分をベースに行い，漁業種類につ

いては，データのない市場や期間も多く存在するため扱わな

かった．漁獲状況の概要把握については，全県をカバーする

全12海域区分を対象としたが，本稿では，主な対象である沖

縄島周辺（一部の周辺離島を含む）の18市場の漁獲情報から，

5つの海域コード（1北部，2中東部，3南東部，4南西部，5
中西部）に該当するデータを詳しく解析した（表 3，図 1）．
国頭や離島の漁協市場では，漁獲物を地先の漁協市場を介し

て，他の市場に出荷することが頻繁にあるため，そのまま各

市場の統計値を集計すると重複集計となってしまう（表1）．
よって，国頭漁協市場のデータから，仲買コード：43（名護

漁協），44（県漁連），46（那覇地区漁協），47（浦添宜野湾漁

協）を除いて集計することで，海域別の集計値が重複しない

ようにした．一方，離島については，統計情報の整理が十分

でないため，八重山を除き，重複分の処理は行っていない．

特に，久米島からの県漁連市場への送り分に重複があると考

えられる．よって，全県の統計値にはある程度の重複集計が

含まれていると考えられるが，本稿ではそれらを暫定値とし

て扱い，概況について解析した．八重山諸島には，主に八重

山漁協，与那国漁協の漁獲データが含まれるが，後述の「沿

岸」，「沖底」に属する漁獲量・生産額の八重山漁協の分（表

7－8）については，秋田ほか（2015）による重複に対する処

理を行った集計値を用いた． 
 
②対象分類群 

DBの全データを大分類区分（主に目レベル以上，30区分）

ごとに集計し，各分類群の27年間の推移から，データの大ま

かな内容を確認した（表4）．沖縄県の年間漁獲量は，約12,000
－21,000 トンであり，スズキ目の魚類が 76.2％，魚類全体で

79.0%，軟体動物（タコ類，イカ類，貝類））で 11.8%，甲殻

類（エビ類，カニ類）で 0.5%を占めた．また，全体の 5.5%
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を占める大分類コード 30－60（30 ウニ類，31 ナマコ類，40
爬虫類，41海産哺乳類，50海藻類，60その他）については，

以下のような留意点がある．ウニ類については，数量単位が，

個体重量，生殖腺重量，生殖腺製品パック数など，市場や期

間によって異なることが分かっているが，その情報が整理で

きていないため，信頼しうる統計情報とならない．また，ナ

マコ類，爬虫類（ウミガメ類，ウミヘビ類），海藻類について

は，市場を介さない流通（浜売り・相対売り）が多いなど，

流通形態の違いなどにより，DB ではその実態が把握できて

いないと考えられた．よって，本研究では，これらの分類群

を除き，大分類コード 0－28（魚類，タコ類，イカ類，エビ

類，カニ類，貝類）に属する 376 種類の県魚種コードを対象

に詳細なデータ解析を行った（補足資料1: Appendix 1）． 
 また，７つの生息地区分：①「沿岸」（主に水深100m以

浅で漁獲されるもの），②「沖底」（沖合底層：主に水深100m
以深の底層で漁獲されるもの．深海性フエダイ類（マチ類）

等），③「沖表」（沖合表層で漁獲されるもの．マグロ，カ

ジキ類等），④「汽水」，⑤「不定」（明確でないもの），⑥

「輸入」（県外・国外），⑦「養殖」，を定義し（補足資料1: 
Appendix 1），集計して漁獲状況を確認した．汽水，不定，

輸入，養殖に該当する全県の27年間の漁獲量の割合は，2.4%
とわずかであり，以後の解析から除いた．ただし，この割

合は DB に記録されたものであり，実際の生産量・流通量

を示すものではないと考えられる．よって，まず生産量が

比較的正確に得られていると考えられる，沿岸，沖底，沖

表の 3 つの生息地区分の漁獲状況を整理した．次に，本稿

では特に沿岸漁業について評価を行うことを目的としてい

るため，沿岸に属する分類群について資源評価等の詳しい

解析を行った．なお，本稿では，生息地区分「沿岸」，「沖

底」，「沖表」に属するものを漁獲対象とした漁業生産活動

をそれぞれ，沿岸漁業，沖底漁業，沖表漁業と定義した． 
 
③漁獲統計DBのエラー 
 データの集計によって，DB のデータには 3 つの大きなエ

ラーが検出された（表5）．１つ目は，1995－2002年の伊良部

漁協のデータであり，集計上は県魚種コードのないものが，

約200－4,700トンとなった．データを詳しくみると，県魚種

コードの情報がなく，データ列にズレが生じていることから，

DB への読み込み時のエラーによるもので，実際の漁獲量で

はなかった．いずれにしても，この期間のデータは使用でき

ない状況であった．２つ目は，2009－2015年の県漁連のデー

タであり，集計上は約12－29トンの同様なデータが検出され

たが，理由は確認できていない．３つ目は，佐敷・中城漁協

のデータで，年月日情報のない約 9 万件のデータセットが検

出されるとともに，2000 年及び 2001 年の 1 月のデータが異

常に少ない状態であることが判明した．これらの要因につい

て現時点では明らかでないが，全県的な長期の漁獲動向を評

価するデータとしては，十分活用できると判断し，詳細なデ

ータの解析には，これらのエラーデータは全て除外して解析

を行った． 

 
５）漁獲努力量及び単位努力あたりの漁獲量    
 ここでは，本研究で扱った漁獲努力量及び単位努力あたり

の漁獲量（Catch per unit effort: CPUE）について説明する． 
漁業活動の強度を示す漁獲努力量として，DBから直接引き

出せる情報は，全漁法を込みにした水揚数や漁業者数であ

り，下記①－③の3つの考え方によって努力量を集計した． 
なお，沖縄の沿岸漁業では，主に釣り（一本釣り，延縄，

曳縄），矛突き（電灯潜り，素潜り），刺網，追込網，籠網，

定置網など様々な漁法が用いられている．本来ならば，漁法

による漁獲効率の違いなどを考慮するため，CPUE は漁法別

に算出するか，データを標準化することが望ましい．しかし，

DB における漁法の情報は，市場によって，存在する場合と

しない場合があり，また，存在する場合でも，出荷者に対応

した登録済みの漁法データが固定的に割り当てられるケース

が多く，複数の漁法を組み合わせて行う沿岸漁業の実態を十

分反映できていない．よって，本研究では，漁法の情報は取

り扱わず，全漁法を込みにして扱った． 
 
①分類群別延べ水揚数（Effort1） 
 各日に対象の分類群（種）を水揚した出荷者コードの種類

数が，各日の水揚数であり，それを任意の期間（本稿では 1
年）で集計した延べ水揚数を，分類群別（種別）延べ水揚数

（Effort1）とした．沖縄沿岸の漁業では，漁獲対象種が多様

であるが，漁業種類や操業海域によって，種ごとの獲れやす

さに違いが生じることがある．そのため，ある対象種Aにつ

いての努力量は，対象種Aの延べ水揚数とする，というのが

分類群別（種別）延べ水揚数の考え方である．なお，沖縄の

沿岸漁業では，漁業者1名による日帰り操業が多いことから，

これを前提とすると，Effort1は，対象種Aを漁獲した漁業者

の延べ操業日数（または人数）を意味する．しかし，実際に

は複数の漁業者で行うグループ操業や 2 日分をまとめて出荷

する場合等も含まれていることに留意が必要である（海老沢，

2005）． 
 
②漁業別延べ水揚数（Effort2） 
前述のEffort1の考え方では，生息数が少なく，漁獲頻度が

低い（毎回漁獲できない）対象種では，努力量が過小に集計

されてしまう．そこで，対象漁業の延べ水揚日数を漁業別延

べ水揚数（Effort2）とした．具体的には，対象が沿岸漁業の

場合，各日の漁業者の漁獲物に，対象種の生息地区分 「沿岸」

に属する分類群がひとつでも含まれていれば，1 回の水揚げ

に集計し，その任意の期間（本稿では 1 年）の延べ水揚数と

する．1 名・日帰り操業を前提とすると，沿岸漁業従事者の

延べ操業日数（または人数）を意味する．様々な漁法によっ

て低頻度で漁獲される種の努力量としては，より適切な指標

となり得ると考えられる．また，特定の漁法で漁獲されやす

い魚種であっても，その資源の減少に伴い，漁業者数や操業

数等の漁獲努力量そのものが減少しているような場合，

Effort2 は，沿岸漁業活動の趨勢を反映する一般的な努力量指
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標になると考えられる．このような状況は，Effort1 ／ Effort2
（沿岸漁業の延べ水揚数に対する対象種の水揚数）の経年傾

向が，減少傾向を示す場合などに当てはまると考えられた． 
 
③漁業者数（Effort 3） 
 各漁業者は，資源の減少にともない，操業効率や利益を最

大化するために，日々様々な努力を払っていると考えられる．

例えば，1日当たりの操業時間や回数の増加，漁法の改良等，

水揚げ回数には反映されない，努力量の質的な変化があるこ

とが想定される．そこで，漁業者の人数そのものが努力量の

指標になると仮定し，代表的な市場ごとに，各年の出荷者コ

ード種類数を集計し，それを漁業区分・海域ごとに集計した

ものを，漁業者数（Effort3）とした．ただし，i) 同一の漁業

者が複数の出荷者コードをもつ場合，ii) 複数の漁業者がグル

ープとなり操業し，恒常的に代表者の出荷者コードを用いた

場合などがあり，実際の漁業者数を，それぞれ過大，過小に

推定してしまう可能性がある．また，繰り返しになるが，こ

こで扱う「漁業者数」は，あくまで DB 上に記録されている

出荷者コード数であることを明記しておきたい． 
 
④単位努力量あたりの漁獲量 
 単位努力量あたりの漁獲量（CPUE）については，対象分類

群の漁獲量を，前述の3種類の努力量：Effort1，Effort2，Effort3
によって除したものをそれぞれ CPUE1，CPUE2，CPUE3 と

した．前述のとおり，沖縄の沿岸漁業で多いと考えられる，

漁業者1名の日帰り操業を前提とすると，CPUE1及びCPUE2
は，一人1日あたりの漁獲量を意味し，CPUE3は漁業者一人

あたりの年間漁獲量を意味する． 
 
⑤漁業者一人あたりの水揚回数 
 沿岸漁業活動の動向の指標のひとつとして，漁業者一人あ

たりの年間水揚回数を，Effort2 ／ Effort3で求めた． 
 
６）その他統計情報からの計算値 
①平均単価 
 沿岸漁業対象種について，生産額を漁獲量で除して，平均

単価とした． 
 
②単位面積あたり漁獲量 
沿岸漁業対象について，沖縄島 5 海域の生産力の指標とし

て，単位面積あたりの漁獲量を算出した．沖縄島周辺海域に

は，15の共同漁業権が設定されており，各漁業権範囲内の各

水深帯の面積をArc GISによって算出した（表6）．各水深帯

の面積の算出に用いた，海岸線，低潮線，等深線データは，

海底地形図（M7020 Ver. 2.0, 日本水路協会）を基にした．こ

のうち，沖縄島の 5 海域に各々対応する共同漁業権区域の低

潮線から水深30m以浅の面積で，各海域の漁獲量を除して，

単位面積あたりの漁獲量を算出した．ただし，この面積は，

特に定置網，刺網，潜水漁を主な対象とした目安である．自

由漁業である釣り漁業の場合，沿岸域においても水深 100 m

程度までの操業は頻繁にあり，また，所属外の共同漁業権区

域内や共同漁業権の設定されていない海域で操業することも

ある． 
 
７）資源評価 
生息地カテゴリーが「沿岸」に属する有効魚種区分，全113

分類群について，N年間（データ期間：最大27年間）の漁業

データを用いて，沖縄島 5 海域ごと及び沖縄島海域全体の資

源評価を行った．評価には，主に漁獲量，CPUE1，CPUE2の
3 つの指標の動向を検討し，水準と傾向を下記のように決定

した．また，資源評価は海域ごとに分けて実施したが，分類

群によっては，十分なデータが得られていない海域もある．

よって，基本的には沖縄島全体の評価を重視し，海域ごとの

評価については参考資料として扱うこととする． 
 

①水 準 
近年の資源量が，過去に比べてどのような量的レベルにあ

るのかを示すための「水準」を，下式で求めた評価値によっ

て決定した． 
 
評価値 = [Ave11－15]  ／ [Max89－10] 
 
このとき，Ave11－15 は，各指標の近年 5 年間（2011－2015

年）の平均値とし，Max89－10は過去（1989－2010 年）の最大

値とした．この評価値が > 0.9のとき「高位」，0.9－0.7のと

き「中位」，< 0.7 のとき「低位」として水準を決定した．こ

の閾値は，沖縄島の沿岸漁業対象種全体のCPUEが，過去に

比べて約30%低下している現状を考慮して決定した（図6）．
最終的には後述する総合評価として，選択した指標に基づき

水準を決定した． 
しかし，この評価値は，2010年までの最大値を基準に，現

在の状況を評価するため，漸増傾向にある指標に対して，過

去に比べた増加の程度が適切に反映されない．よって，水準

の参考値を下式で求めた． 
 
水準参考値 = [Ave11－15]  ／ [Ave1990s] 
 
このとき，Ave1990sは指標の 1990 年代（1989－1999 年とす

る）の平均値とした． 
 
②傾 向 
上記 3 つの指標について，長期傾向として，N 年間の各指

標のデータを直線回帰し，回帰式が有意である場合，傾きが

正であれば「増加」，負であれば「減少」とし，有意でない場

合，変動係数10%以下を「横ばい」，それ以上を「変動」とし

た．同様に，短期傾向として，近年5年間（2011－2015年）

における傾向を，同様に決定した．ただし，回帰式が有意で

ない場合は，全て「横ばい」とした．最終的には後述する総

合評価として，選択した指標に基づき長期傾向及び短期傾向

を決定した． 
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③指標値の選択及び総合評価 
各海域の有効魚種ごとに，長期傾向やデータの取得状況等

から，指標の有効性を示すカテゴリーとして，以下AからD
の4つの基準：A（漁獲量，CPUE1，CPUE2の全てが同じ傾

向），B（漁獲量，CPUE1，CPUE2 のいずれかの傾向が異な

る），C（データはあるが，漁法，種構成，流通の変化等によ

り，資源動向を捉えられていない），D（データが少なく，資

源動向を捉えられていない）を決定し，AまたはBとしたも

のを評価の対象とした．総合評価として，資源状態を評価す

る指標値としては，CPUE1 またはCPUE2 のいずれかを選択

した．指標値の選択には，前述のCPUEの特徴を考慮して，

代表する指標として適切と考えられるものを選択した．基本

的にはCPUE1を指標としたが，Effort1 ／ Effort2（沿岸漁業

の延べ水揚数に対する対象種の水揚数）の経年値が減少傾向

を示す場合は，CPUE2を指標とした．このように選択した指

標に基づき評価値を算出し，水準，長期傾向，短期傾向を決

定して，総合評価とした． 
 
結 果 
１） 沖縄県の漁業の動向 
 1989－2015 年（27 年間）の漁業（生息地）・海域区分ごと

の漁獲量・生産額を表 7 及び表 8 に示す．沖縄県全体では，

漁獲量 [生産額] の総計は，1993年の16,402トン[約118億円] 
をピークに漸減し，2015年は11,842トン[約94億円] となり

28% [20%] 減少した．漁業別（生息地区分）の漁獲量の推移

をみると，沿岸は，1993 年の 4,215 トンをピークに漸減傾向

が顕著であり，2015年は1,459トンで65%低下した（表7－8，
図2）．同様に，沖底では，1990年代までは1,000トン程度の

漁獲があったが，その後漸減傾向となり，2015年は433トン

で57%低下した（表7－8，図2）．一方，沖表は顕著な増減の

傾向はなく，1992年以降，約10,000－12,000トンの間を推移

した（表 7－8，図 2）．全県の漁獲量がピークとなった 1993
年では，各生息地区分の漁獲量 [生産額] 割合は，沿岸 25% 
[35%]，沖底7% [11%]，沖表68% [54%]であったのに対し，2015
年では，沿岸12% [15%]，沖底4% [5%]，沖表84% [80%]とな

り，漸減傾向にある沿岸，沖底の比率が著しく低下した． 
 沖縄県全体の年間漁業者数（Effort3）は，1992年の6,911
人をピークに漸減し，2015年には4,949人となり，28%減少

した．しかし，過去27年間の各漁業区分の漁業者数の割合

は概ね一定であり，平均（± 標準偏差）は，沿岸55 ± 0.01%，

沖底15 ± 0.01%，沖表30 ± 0.01%であった．漁業者数の動向

とほぼ同様に，漁業別延べ水揚数（Effort2）の総計は，1993
年の177,975回をピークに，2015年には111,803回まで，37%
減少した．各漁業の延べ水揚数の経年推移は，概ね類似し

た傾向となり，漸減もしくは2000年代初め以降に減少傾向

が顕著となった（図3)．各努力量のピーク時から2015年ま

での減少は，沿岸では，Effort2：128,320－75,999 回（減少

率：41%），Effort3：3,899－2,679 人（31%），沖底では，そ

れぞれ 12,756－7,704 回（40%），1,049－841 人（20%），沖

表では40,899－28,100回（31%），2,171－1,429人(34%)とな

り，沿岸と沖底では，Effort2 の減少率が，Effort3 の減少率

を上回った．各漁業において，Effort3とEffort2の間に有意

な正の相関がみられたが，沖底では，相関はやや弱かった

（図3）． 
 

２） 沖縄島の沿岸漁業 
 海域区分ごとの沿岸漁業漁獲量の推移を図 4 に示す．その

うち，「県外」は全体の1.3 ± 0.7%で概ね安定していた．一方，

「不明」は，1990年代は10－15％であったが，徐々に減少し，

近年では 5%以下で推移した．県内の海域区分を 4 つに分け

て，その経年推移を見ると，沖縄島（沖縄島周辺 5 海域の合

計），八重山諸島，宮古諸島，西部離島・大東島の漁獲量は概

ね漸減もしくは近年減少傾向であった（図4，表7－8）．これ

ら4海域の漁獲量割合は概ね一定であり，その27年間の平均

値（± 標準偏差）は，沖縄島66.6 ± 2.0%，八重山諸島19.2 ± 
2.2%，宮古諸島9.1 ± 2.0%，西部離島・大東島5.2 ± 1.6%とな

り，本稿の主な対象である沖縄島周辺沿岸域の漁獲量は，全

県の約2／3を占めた（図4）． 
 次に，沖縄島周辺 5 海域とその合計である沖縄島全域につ

いての沿岸漁業の推移を図 5 に示す．沖縄島全域の漁獲量及

び生産額は， 1995 年の 2,396トン[20.9 億円]をピークに漸減

し，2015 年は 936 トン [8.7 億円]となり 61% [62%]減少した

（図 5A）．海域別にみると，中西部以外の全ての海域で概ね

漸減傾向であり，ピーク年から2015年にかけての減少率は，

北部62% [64%]，中東部78% [75%]，南東部65% [66%]，南西

部 72% [70%]であった．一方，中西部の動向は若干異なり，

ピーク年から2013年までは漸減傾向（60% [55%]）であった

が，その後2015年まで増加に転じた．海域別の漁獲量割合は，

期間中概ね一定であり，年平均（±標準偏差）は，北部28.8 ± 
3.3%，中東部21.9 ± 3.0%，南東部12.0 ± 0.9%，南西部26.7 ± 
4.4%，中西部10.0 ± 3.5%であった． 
漁獲努力量も，漁獲量と同様に沖縄島全域では漸減傾向で

あり，ピーク年から2015年にかけて，延べ水揚数（Effort2）
は，95,929－49,826 回（減少率：48%），漁業者数（Effort3）
は2,674－1,687人(37%)にそれぞれ減少した（図5B）．延べ水

揚数を，年間市場営業日数（約 280 日）で割ると，1 日あた

りの水揚数は，343－178回に減少したことになる．海域別の

漁業者数の平均割合（±標準偏差）は，北部19.6 ± 2.0%，中東

部23.1 ± 1.9%，南東部17.6 ±1.6%，南西部29.5 ± 5.4%，中西

部10.1 ± 1.9%であった． 
 前述のとおり，沖縄島全域においては，漁獲量と同様に，

漁獲努力量も概ね漸減傾向であったが，漁獲量の減少率がよ

り大きいため，それらの比であるCPUEも，漸減傾向となっ

た．延べ水揚数(Effort2)と漁業者数（Effort3）の間に，高い相

関関係にあるため，CPUE2 及びCPUE3 の経年変化はよく似

ており，ピーク年から 2015 年にかけて，CPUE2 では，25.8
－18.8 kg／day（減少率：27%），CPUE3では1,029－555 kg／
yr（46%）に減少した（図5C）．漁業者一人当たりの年間水揚

数（Effort2 ／ Effort3）の経年傾向は，全体では，ピーク年か
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ら2015年にかけて44－30回（減少率：33%）に減少したが，

南西部及び中西部では，横ばいから若干の増加傾向を示した

（図5D）． 
前述したように，漁獲量，生産額，漁獲努力量等が概ね漸

減傾向にあるが，生産額の減少率が，漁獲努力量等の減少率

を上回るため，漁業者一人あたりの年間生産額も顕著な漸減

傾向にあり，ピーク年から2015年にかけて，103－51 万円／

yr（50%）に減少した（（図5D）．全体の平均単価は，1990年
代初めから（最高値：1008 円／kg），2000 年代にかけて漸減

し（最低値：743円／kg），最高値の27%まで低下したが， 2010
年代頃から増加に転じており，2015 年（928 円／kg）は減少

率8%にまで回復した（図5E）． 
各海域の生産力の指標として，共同漁業権区域面積当たり

の漁獲量を図 5Fに示す．面積当たりの漁獲量の 1990 年代の

平均値は，全域で，3.5トン／km2であったが，海域によって

異なり，南東部（1.6トン／km2）で低く，中東部（2.7トン／

km2），北部（3.8トン／km2）と続き，中西部（5.3トン／km2），

南西部（9.5トン／km2）で高い値を示した． 
 
３） 沿岸漁業対象分類群の主な構成 
沖縄島周辺海域で漁獲される科または目レベルの 69 分類

群について，1990 年代と 2010 年代の漁獲量及び生産額の内

訳を，それぞれ表 9－10 に示す．漁獲量上位 5 科は，両年代

ともに，アジ科，ブダイ科，フエフキダイ科，ハタ科，マダ

コ科であり，上位3科で全体の約30％，上位5科で約40%を

占めた（表 9）．1990年代の上位 10 分類群は，前述の 5科に

加えて，フエダイ科，コウイカ科，サバ科，アイゴ科，ニザ

ダイ科であり，約60%を占めた．しかし，2010年代では構成

が若干異なり，上位10科は，上位5科に加えて，ニシン科，

フエダイ科，ニザダイ科，リュウテンサザエ科，サバ科とな

った．上位 20 分類群の漁獲量の割合は，1990 年代で 83%，

2010年代で87％であった． 
一方，生産額では，両年代ともに，上位 3 科はハタ科，フ

エフキダイ科，ブダイ科となり，全体の約 35%を占め，単価

の高いハタ科の割合が大きかった（表 10）．また，1990 年代

の上位10科は，続いて，アジ科，ジンドウイカ科，フエダイ

科，マダコ科，コウイカ科，ベラ科，アイゴ科となり（計68%），

単価の高いジンドウイカ科，ベラ科の割合が大きかった．一

方，2010 年代の上位 10 科は，マダコ科，イセエビ科，ベラ

科，アジ科，フエダイ科，リュウテンサザエ科，ジンドウイ

カ科となり（計69%），イセエビ科の割合が大きくなった．上

位20分類群の生産額の割合は，1990年代で87%，2010年代

で89％であった． 
これらのことから，沖縄島の沿岸漁業対象種は多様である

が，比較的，限られた分類群の貢献度が高いことが分かった．

一方で，漁獲量の増減により，漁獲対象分類群の構成比が，

1990年代から変化していることが明らかとなった． 
 

４） 沖縄島周辺海域の沿岸漁業対象種の資源評価 
 沖縄島周辺海域で漁獲される沿岸漁業対象種全体につい

て，定法に従い資源状況の評価をすると，水準は「中位」，長

期傾向は減少，短期傾向は「横ばい」となった（図6）．同様

に，各有効魚種全113分類群について，定法に従い，1989年
から2015年の漁獲統計データを用いて，資源評価を進めた．

各種の資源評価は，海域ごとに実施したが，データの詳細に

ついては補足資料2（Appendix 2）に掲載するに留め，ここで

は，沖縄島全域をまとめて評価した結果について述べる． 
有効魚種全 113 分類群についての指標有効性カテゴリーの

区分は，A：42分類群，B：44分類群，C：6分類群，D：21
分類群となり（補足資料3：Appendix 3），データ不足または

資源状態を反映していないと判断されたC及びDの区分を除

き，A または B となった計 86 分類群について，資源評価を

実施した（表11）．なお，この86分類群は，全113分類群の

うち，漁獲量平均値の構成比で93％を占めた． 
 86 分類群の総合評価の結果，水準の内訳は，「低位」が 60
分類群（86 分類群中の割合：69.8%)，「中位」が 19 分類群

（22.1%），「高位」が 7 分類群（8.1%）となった．また，長

期傾向の内訳は，「減少」が61分類群（86分類群中の割合：

70.9%)，「変動」が8分類群（9.3%），「横ばい」が6分類群（7.0%），

「増加」が11分類群（12.8%）となった． 
水準及び長期傾向が「低位－減少」となった51分類群の評

価値は0.05－0.68（平均0.39），「中位－減少」であった10分
類群の評価値は0.70－0.80（平均0.74）であった．また，長期

傾向「減少」の61分類群は，平均漁獲量構成比が全体の64%
を占めており，その平均評価値は0.45であった．これは，漁

獲量の約 6 割を占める多くの分類群で，資源量の指数は平均

で45%に低下していることを示した．さらに長期傾向「減少」

の 61 分類群のうち，18 分類群（漁獲量構成比 24%：ブダイ

類，ハタ科 spp.，アオリイカ類，ガザミ類，ニザダイ科 spp.，
バラハタ属，フエダイ科 spp.，アマミフエフキ，クロサギ科，

ベラ科 spp.，アサヒガニ，イトヨリダイ属，バラフエダイ，

ボラ科，カレイ亜目，タキベラ属，コトヒキ，キス科）では，

短期傾向も「減少」であり，近年も資源状態は悪化しつつあ

ると考えられた． 
一方，長期傾向「変動」「横ばい」「増加」の25分類群では，

評価値は0.24－1.29（平均0.74）であった．そのうち，「増加」

を示した11分類群（ヤマトミズン類，シロクラベラ，ミズン，

イセエビ類，ダツ科，ヤコウガイ，マガキガイ，ウナギ目，

コチ科，サラサバテイ，フグ科）では，評価値は 0.60－1.29
（平均 0.90），近年の水準参考値は，1.09－3.10（平均 1.56）
であった． 
漁獲量上位 20 分類群（漁獲量構成比：60.6%）について詳

しくみると，そのうち長期傾向「減少」のものが，ブダイ科，

ハタ科 spp.，コウイカ類，メアジ類，グルクマ，アオリイカ

類，タカサゴ科，アイゴ，ガザミ類，ハリセンボン科，チョ

ウセンサザエ，スジアラ属，カンパチ類，フエダイ属，メイ

チダイ属の 15 分類群となり，主要漁獲対象の 3／4 で，顕著

な資源の減少が認められた．一方，長期傾向「横ばい」が，

ハマフエフキ，タコ類，アジ科 spp.の 3 分類群であった．ま

た，「増加」傾向を示したものは，ヤマトミズン類，シロクラ
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ベラの2分類群で，1990年代に比べて，近年の水準参考値は，

それぞれ1.94倍，1.25倍に増加した． 
  
考 察 
１）沖縄県における沿岸漁業 
本研究では，沖縄県水産海洋技術センターの漁獲統計デー

タベース（DB）を基に，1989 年度から 2015 年度までの 27
年間のデータを整理し，沖縄県内の漁業の概要を整理した．

特に沖縄県漁業における沿岸漁業の位置づけと，沖縄県の沿

岸漁業に占める沖縄島周辺での漁業生産の位置づけを明らか

にするとともに，その動向について詳しく解析した． 
沖縄県の漁業では，全般に漁業者数や延べ水揚数などの漁

獲努力量は漸減傾向にあるが，マグロ類やソデイカ等を対象

にした沖合表層漁業では，年間漁獲量10,000トン以上を維持

しており，比較的安定した資源を利用して，生産性を高めて

きているといえる．しかし，沖合底層漁業，沿岸漁業では，

漁獲量の減少が，漁獲努力量の減少を上回っており，資源量

の低下に伴う，生産性や生産活動の低下が浮き彫りとなった．

沿岸漁業は，かつては海面漁業生産量の1／4，生産額の1／3
を占めていた重要な漁業であったといえる．また，沿岸漁業

の漁業者数は，調査期間を通じ，全体の1／2以上を占め，受

益者が多いという点においても重要な漁業である．しかし，

この27年間において，沿岸漁業の漁獲量は65%減少し，その

漁獲割合は海面漁業生産量の12%，生産額の15%にまで低下

した．この間，漁獲努力量も減少傾向にあるが，漁獲量の減

少率はそれを上回り，沖縄島の 1 回水揚あたりの漁獲量

（CPUE2）は約3割減少していることから，資源量が大きく

減少していることが示唆された．さらに，漁業者一人当たり

の年間水揚回数も減少しているため，漁業者一人当たりの年

間漁獲量（CPUE3）は，約5割減少しており，さらなる零細

化が進行しているものと考えられた．一方で，モズク養殖や

沖合表層漁業等他の漁業との兼業や漁業以外の収入源をもつ

漁業者の増加や，専業漁業者以外の水揚も含まれていること

から，漁業者の多様化が進んでいるという側面もある． 
沖縄県の沿岸漁業では，少なくとも 500 種の魚介類が食用

目的の漁獲対象となっている（太田，未発表）．本研究におい

ても，目・科レベルで69分類群の多様な水産生物を漁獲して

いる状況を示したが，一方で，漁獲量上位のアジ科，ブダイ

科，フエフキダイ科，ハタ科，マダコ科の 5 科で，漁獲量の

40%を占めており，比較的限られた分類群の貢献度が高いこ

とが分かった．多種多様な水産生物を漁獲対象とする沖縄の

沿岸漁業においては，重要分類群の特定は，包括的な管理策

策定や優先順位の決定などに役立つと考えられる． 
 
２）沖縄島における沿岸漁業対象種の資源評価 
本研究では，沖縄県の沿岸漁業漁獲量の2／3を占める沖縄

島海域において，その90%以上を占める有効魚種86分類群に

ついて，資源状態を評価した．その結果，86分類群のうち，

約7割を占める61分類群で顕著な資源の減少傾向が認められ

た．これらは，漁獲量割合で約 6 割を占めており，その資源

量の指標値は平均で 45%低下していることが分かった．この

結果は，多くの分類群で，資源量が相当に減少していること

を意味しており，沿岸漁業対象種全般にわたる深刻な資源状

況の悪化を示している．さらに，沖縄農林水産統計年報によ

る1960年代からのデータをみると，沿岸漁業対象種の漁獲量

は，1970年代には約8,000－9,000トンでピークに達しており，

近年のDBの漁獲量約1,800 トンから計算すれば，過去40年
間の減少率は 20%以下 になった（図 7）．このように指標と

するデータの期間によって，減少の尺度が異なることに注意

が必要であるが（Pauly, 1995），いずれにしても資源の減少は

かなり深刻であるといえるだろう．漁場の面積と実際の漁獲

量のデータから，サンゴ礁域における魚類の持続的な漁獲量

は年間10－20トン／km2程度と推定されている（Russ, 1991）．
本研究で計算された沖縄島全体の漁場面積（水深30m以浅）

当たりの漁獲量は，1990 年代に最大年間 3.9 トン／km2とな

った．このうち魚類の割合が約8割であること，1970年代の

約5割に減少したことを考慮すると，1970年代には約6トン

／km2の漁獲量があったことになる．面積当たりの漁獲量は，

漁場面積をどのように定義するかによって変化するので，一

概に比較はできないが，沖縄における持続的な漁獲量は，1970
年代の約 6 トン／km2よりも小さいと考えられた．また，海

域によって，面積あたりの漁獲量には差が認められたが，定

義した共同漁業権区域よりも広範囲に操業する底延縄や一本

釣り漁業の影響が大きいと考えられるため，一概に各海域の

生産性を反映したものではないと考えられる．今後は，対象

漁法や分類群を絞り再計算することなどによって，各海域の

生産性を示す有効な指標にできる可能性がある． 
 本研究では，沿岸資源の現状の全体像を明らかにすると

ともに，今後の資源状態のモニタリングと迅速な評価に向

けて，DBの詳細な情報を用いつつ，評価のアルゴリズムを

可能な限り，単純化・機械化して，客観的な評価を心掛け

た．よって，評価結果は，今後の管理策の策定において重

要な基礎資料となる．ただし，漁獲統計情報には様々な誤

差要因が含まれており，必ずしも資源状態を示す指標とな

っていない可能性もある．本研究では，主に CPUE の動向

を基に資源状態を評価した．CPUE は漁獲統計情報を用い

て得ることのできる簡易な資源量の指標として広く用いら

れているが，必ずしも資源量に比例するわけではない．特

に，漁業の性質上，資源の減少に伴い，操業回数・時間の

増加，より漁獲効率の良い漁法への変更など，実質的には

努力量が増加すると考えられるが，本稿で扱った努力量（水

揚回数）では，その量的・質的な変化を十分に捉えること

ができない．また，産卵集群を漁獲する場合など，

Hyperstability（資源量の指数が，実際の資源量を反映せず，

資源状態が悪いにも関わらず，高く評価されてしまう現象）

が起こりやすい場合もある（Rose and Kulka, 1999; Sadovy de 
Mitcheson, 2016; Ohta and Ebisawa, 2017）．このような場合，

CPUE 指標値は，過大評価になっている可能性がある．よ

って今後は，野外での調査結果，漁業者への聞き取りなど，

漁業データだけでない様々な情報を用いて総合的に判断し
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ていくこと，より適切なデータの収集体制の構築，データ

の抽出・集計や，資源量の指標の見直しなど，必要に応じ

て改善していくことが重要である．また，仮想資源量解析

（Virtual Population Analysis: VPA）など，より詳細な資源解

析結果を基に評価を実施している種については，その情報

を重視すべきである．また，本研究で行った海域ごとの評

価については（Appendix 2），沖縄島全域の評価を参考にし

つつ，漁獲量が多く，十分なデータが得られているかなど

を総合的に判断して，参考値として扱うことが望ましいと

考えられる． 
 長期傾向が「減少」を示した 61 分類群のうち，18 分類群

では短期傾向も「減少」で，現在も減少傾向が継続しており，

早急な管理策が必要である．しかし，そのうちの 8 分類群：

アオリイカ類，ガザミ類，クロサギ科，イトヨリダイ属，ボ

ラ科，カレイ亜目，コトヒキ，キス科は，その生活史が内湾

環境と密接に関わる分類群であり，生息環境の消失や何らか

の環境悪化が関係する可能性がある．同じく，内湾環境に生

息するドロクイ属やクロダイ属・ホシミゾイサキでは，本稿

での評価では減少傾向にはないが，資源状態が悪化している

可能性がある．前者では，ドロクイとリュウキュウドロクイ

の 2 種が含まれるが，海域によっては生息域の減少等に伴う

CPUE の低下やドロクイ属 2 種の雑種の出現が報告されてい

る（上原ほか，2015b）．また，後者には，ミナミクロダイ，

オキナワキチヌ，ホシミゾイサキ等が含まれるが，詳細な解

析では，種によってはCPUEに長期的な減少傾向があり，ま

た主な成育場における近年の稚魚の出現が極めて少ないな

ど，資源状態や生息環境の悪化が懸念される兆候が認められ

ている（上原，未発表）．一方，長期傾向が「増加」を示した

11分類群のうち，2分類群（ヤマトミズン類，ミズン類）は，

大きな群れを形成するプランクトン食魚類であり，寿命が短

く，顕著な加入量変動があると考えられている（上原ほか，

2015a）．シロクラベラは，資源量が増加傾向を示す数少ない

種のひとつであるが，海域によってその状況は若干ことなっ

た（Appendix 2）．2003年から厳しい漁獲サイズ制限を導入し

た北部海域では，漁獲量，CPUE ともに増加傾向であり，サ

イズ制限の効果によると考えられた．一方，シロクラベラの

主要漁場である中東部，南東部海域では，過去7－8年周期の

大きな漁獲量変動があることに加え，近年の漁獲努力量の顕

著な低下に伴いCPUEが増加しており，今後の詳しい解析が

必要である．また，ヤコウガイ，マガキガイ，サラサバテイ

の藻類食性の巻貝 3 分類群も共通して増加傾向であった．沖

縄では，過去30年間において，様々な要因によって造礁サン

ゴ類の被度が激減し，近年も回復が進んでいない状況であり，

サンゴ礁環境の大きな変化を反映している可能性がある．ま

た，イセエビ類でも増加傾向が認められたが，近年，顕著な

価格の増加傾向もみられることから（補足資料 2：Appendix 
2），努力量の質的な変化等が起こり，適切な資源状態の指標

となっていない可能性があるので，今後の動向に注意が必要

である． 
 

３）沿岸資源の回復・管理に向けて 
資源管理策の詳細については，本研究の結果を活用して，

別報に取りまとめる予定である．ここでは，本研究の結果を

踏まえて，沿岸資源の回復と管理に向けて必要とされる今後

の取り組みについて述べたい． 
最も重要なことは，沿岸域の水産資源の現状についての関

係者間の情報共有とその回復に向けた道筋を明確にすること

である．沿岸域の水産資源の減少については，生産現場に近

い多くの関係者が危機意識を持っているものの，現状では，

その回復に向けた対策を検討・決定していくための実効的な

枠組みが存在しない．よって，第一に，漁業者，漁協，行政，

研究機関等の関係者が，その現状を把握・共有し，対策を検

討・実施していく体制の構築が必要である．資源利用のル－

ルを定めるにあたっては，現行の漁業関係法制度が漁業者間

の合意形成を重視しているため，国，県は原則的に漁業者の

自主的な管理を推進する立場をとっている．現在，1) 国頭漁

協，2) 羽地漁協・今帰仁漁協，3) 宜野座漁協・金武漁協・石

川漁協，4) 沖縄市漁協・南原漁協，5) 八重山漁協の5地区に

おいては，県行政・研究機関等の支援の基，漁協と漁業者が

主体となり，資源管理のための協議会を立ち上げ，資源管理

に関する協議や自主管理ル－ルの策定を実施しており，いく

つかの地域では重要対象種の資源状態を改善させている．一

方で，全県的に進めるべき管理措置については，地域ごとの

漁業者主体の協議では限界があり，生産現場からは，県の主

導的な管理策の策定に期待する声は少なくない．よって，各

地域の自主管理策を促進しつつも，県と国が責任を持って，

水産資源の持続的利用に向けた管理策の構築，制度整備を進

めていく必要がある． 
水産資源管理には，DPDI管理サイクルの構築が重要である

（堀川・町口, 2011）．これは，①資源診断を行い（Diagnosis），
②それに基づき管理方策を検討し（Planning），③意志決定を

行なって（Decision），④それを実行・改善する（Implementation）
サイクルである．沿岸域の管理方策には，漁業管理，資源増

殖，環境管理に関する方策が含まれるが，沖縄沿岸域には，

それぞれに顕在化した問題があり，各問題を総合的に捉えて，

検討していくことが重要だと考えられる．特に，赤土・栄養

塩等の流出，オニヒトデの大量発生，白化現象による造礁サ

ンゴ類の大量減耗，開発行為による沿岸・サンゴ礁環境の荒

廃が深刻化しており（日本サンゴ礁学会, 2008; 鈴木ほか, 
2011; Hongo and Yamano, 2013），水産資源の減少にも大きく関

与していると考えられる．沖縄県において，沿岸域は，水産

資源の生産基盤としてだけでなく，観光資源としても極めて

重要であるとともに，固有の文化を育むなど，様々な生態系

サ－ビスの基盤となる極めて重要な資源だと位置づけられる

（豊島・土屋, 2011）．よって，沿岸・陸域を含めた様々な関

係者間の協議・調整を進める統合的沿岸管理の観点が重要で

ある（中原, 2012）．その中で，直接的に水産資源を利用して

いる水産業界は，水産資源と沿岸環境の管理に積極的に関わ

っていく必要がある．本研究で用いた詳細な漁獲統計情報は，

水産資源を管理していくための基礎情報として極めて重要あ
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るとともに，沿岸環境の健全性を，食料としての水産資源の

持続性という一義的な重要性から評価できる指標のひとつと

して，活用されることが期待される． 
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表1  漁獲統計DBで収集されている24市場の一覧及び用いたデータの期間 
データ期間は年度（4月－翌年3月）． 解析には北谷漁協を除く23市場のデータを用いた． 

市場

C 
市場N 

データ期間 

（年度） 
年

数 
出荷者の主な所属漁協・地区、備考 

1 国頭 1989－2015 27 国頭 ＊名護市場への出荷多い（重複データ処理済） 
5 名護 1989－2015 27 主に北部各漁協 
6 恩納 1989－2015 27 恩納 
7 読谷 1989－2015 27 読谷 
8 北谷 2012－ 

 
北谷 ＊2012年からデータ収集 解析には用いず 

9 浦添・宜野湾 1993－2013 23 浦添・宜野湾、県内他の複数漁協 
10 那覇沿岸 1989－2015 27 那覇沿岸、県内他の複数漁協 
11 那覇地区 1991－2008 18 那覇地区、県内他の複数漁協 ＊2008年3月 県漁連と統合して泊市場へ． 
13 糸満 1989－2015 27 糸満 
14 港川 1989－2015 27 港川 
15 知念 1989－2015 27 知念 
17 与那原・西原 1989－2015 27 与那原・西原 
18 中城 1989－2015 27 佐敷・中城 
19 沖縄市 1989－2015 27 沖縄市 
21 勝連 1989－2015 27 勝連 
22 与那城 1989－2015 27 与那城 
24 石川 1989－2015 27 石川 
25 金武 1989－2015 27 金武 
30 久米島 1989－2015 27 久米島 ＊県漁連市場への出荷多い 
34 平良市 1990－2015 26 平良市 ＊県漁連市場への出荷多い 
36 伊良部 1989－2015 27 伊良部 ＊県漁連市場への出荷多い 
37 八重山 1999－2015 17 八重山 ＊県漁連市場への出荷多い(沿岸及び沖底は重複データ処理済み） 
38 与那国 1989－2015 27 与那国 ＊県漁連市場への出荷多い 
39 県漁連 1989－2015 27 県内外各地 ＊2008年3月以降，那覇地区と統合して泊市場となった． 
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# EFC EFN Detailed contents EFN (in English) Detailed contents
 (in English)

1 0 えい類 エイ類 rays Myliobtifomes
2 10 さめ類 サメ類 sharks
3 500 ソトイワシ ソトイワシ科 Albula neoguinaica Alublidae
4 550 ウナギ目 主にウツボ科 Anguilliformes mainly Muraenidae spp. with

others
5 720 ニシン科spp ニシン科その他 Clupeidae spp. Clupeidae: others
6 721 キビナゴ類 ニシン科キビナゴ属 Spratelloides  spp. Clupeidae
7 722 ミズン ニシン科ミズン属 Herklotsichthys spp. Clupeidae
8 723 ヤマトミズン類 ニシン科ヤマトミズン

属

Amblygaster  spp. Clupeidae

9 724 ドロクイ属 ニシン科ドロクイ属 Nematalosa spp. Clupeidae
10 730 カタクチイワシ科 カタクチイワシ科 Engraulidae spp. Engraulidae
11 750 サバヒー サバヒー科サバヒー Chanos chanos Chanidae
12 1070 エソ科 エソ科 Synodontidae spp. Synodontidae
13 1560 イットウダイ科 イットウダイ科 Holocentridae spp. Holocentridae: Sargocentron

spiniferum  etc.
14 1730 ヤガラ科 ヤガラ科，ヘラヤガラ

科

Fistulariidae spp. Fistulariidae & Aulostomidae

15 1790 ボラ科 ボラ科 Mugillidae spp. Mugillidae
16 1800 トウゴロウイワシ科 トウゴロウイワシ科 Atherinidae spp. Atherinidae
17 1840 サヨリ科 サヨリ科 Hemiramphidae spp. Hemiramphidae
18 1850 トビウオ科 トビウオ科 Exocoetidae spp. Exocoetidae
19 1860 ダツ科 ダツ科 Belonidae spp. Belonidae
20 1880 フサカサゴ科 フサカサゴ科 Scorpaenidae spp. Scorpaenidae
21 1890 オニダルマオコゼ オニオコゼ科 Synanceia verrucosa Synanceiidae: Synanceia

verrucosa  etc.
22 1970 コチ科 コチ科ミナミマゴチ Platycephalidae spp. Platycephalidae: Platycephalus

indicus  etc.
23 2100 アカメ科 アカメ科アカメモドキ Psammoperca waigiensis Latidae
24 2140 スズキ科 スズキ科 Moronidae spp. Moronidae
25 2190 ハタ科spp ハタ科その他 groupers Serranidae: Epinephelus ,

Cephalopholis , etc.
26 2191 スジアラ属 ハタ科スジアラ  (コクハ

ンアラ含む）

Plectoropomus  leopardus Serranidae: P. leopardus  with P.
laevis

27 2195 バラハタ属 ハタ科バラハタ，オジ

ロバラハタ

Variola spp. Serranidae: Variola louti  & V.
albimarginata

28 2300 キントキダイ科 キントキダイ科 Priacanthidae spp. Priacanthidae
29 2370 スギ スギ科 Rachycentron canadum Rachycentridae
30 2390 ギンカガミ ギンカガミ科ギンカガ

ミ

Mene maculata Menidae

31 2400 アジ科spp アジ科ギンガメアジ属

等

Carangidae spp. Carangidae: Caranx  spp. etc.

32 2402 カンパチ類 アジ科ヒレナガカンパ

チ，カンパチ

Seriola  spp. Carangidae: S. rivoliana  & S.
dumerili

33 2403 メアジ・ホソヒラアジ アジ科メアジ，ホソヒ

ラアジ

Selar crumenophthalmus
etc.

Carangidae: Selar
crumenophthalmus, Selaroides
leptolepis

34 2404 ムロアジ類 アジ科ムロアジ属 Decapterus  spp. Carangidae: Decapterus  spp.
35 2406 インドオキアジ アジ科インドオキアジ Uraspis uraspis Carangidae
36 2410 ヒイラギ科 ヒイラギ科 Liognathidae spp. Liognathidae
37 2450 フエダイ科spp フエダイ科 Lutjanus  spp. (large) Lutjanidae (large species):  L.

argentimaculatus , malabaicus ,
sebae  etc.

38 2451 アオチビキ フエダイ科アオチビキ Aprion virescens Lutjanidae
39 2452 イトヒキフエダイ フエダイ科イトヒキフ

エダイ，イレズミフエ

ダイ

Symphorus nematophorus Lutjanidae: Symphorus
nematophorus with
Symphorichthys spilurus

40 2454 バラフエダイ フエダイ科バラフエダ

イ等

Lutjanus bohar Lutjanidae

41 2456 ヒメフエダイ フエダイ科ヒメフエダ

イ

Lutjanus gibbus Lutjanidae

42 2458 フエダイ属（びたろー・やまとび） フエダイ科フエダイ属

（主に小型種）

Lutjanus  spp. (small) Lutjanidae (small species): L.
fulviflamma,  vitta  etc.

43 2460 タカサゴ科 タカサゴ科 Caesionidae spp. Caesionidae
44 2480 クロサギ科 クロサギ科 Gerridae spp. Gerridae
45 2490 イサキ科spp イサキ科その他 Haemulidae spp. Haemulidae

表2　　漁獲統計DB：沖縄島沿岸における有効魚種区分　(113分類群）

　有効魚種コード （Effective Fish Code：EFC）及び有効魚種名（EFN）.
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# EFC EFN Detailed contents EFN (in English) Detailed contents
 (in English)

46 2491 コショウダイ・コロダイ属 イサキ科コショウダイ

属，コロダイ属

Haemulidae: Plectorhinchus
& Diagramma

Haemulidae: Plectorhinchus  &
Diagramma

47 2501 ヒトスジタマガシラ イトヨリダイ科ヒトス

ジタマガシラ等

Scolopsis monogramma
etc.

Nemipteridae: Scolopsis
monogramma  with others

48 2502 イトヨリダイ属 イトヨリダイ科イトヨ

リダイ属

Nemipterus  spp. Nemipteridae: Nemipterus  spp.

49 2511 キビレアカレンコ・タイワンダイ タイ科キビレアカレン

コ，タイワンダイ

Sparidae spp. Sparidae: Dentex abei, Argyrops
bleekeri & others

50 2512 クロダイ属・ホシミゾイサキ タイ科クロダイ属，イ

サキ科ホシミゾイサキ

Acanthopagrus  spp. etc. Sparidae (Acanthopagrus  spp.)
& Haemulidae (Pomadasys
argenteus )

51 2521 ヨコシマクロダイ フエフキダイ科ヨコシ

マクロダイ属

Monotaxis grandoculis Lethrinidae

52 2522 ノコギリダイ フエフキダイ科ノコギ

リダイ

Gnathodentex aureolineatus Lethrinidae

53 2523 メイチダイ属 フエフキダイ科メイチ

ダイ属

Gymnocranius  spp. Lethrinidae

54 2524 フエフキダイ属（むるー） フエフキダイ科 Lethinus  spp. Lethrinidae: others
55 2525 ハマフエフキ・シモフリフエフキ フエフキダイ科ハマフ

エフキ，シモフリフエ

フキ

Lethrinus neblosus  &
lentjan Lethrinidae

56 2526 イソフエフキ フエフキダイ科イソフ

エフキ

Lethrinus atkinsoni Lethrinidae: L. atkinsoni  & L.
ornatus

57 2527 アマミフエフキ フエフキダイ科アマミ

フエフキ

Lethrinus miniatus Lethrinidae: L. miniatus  with L.
erythracanthus

58 2528 キツネフエフキ フエフキダイ科キツネ

フエフキ

Lethrinus olivaceus Lethrinidae: L. olivaceus  with
L. microdon

59 2540 キス科 キス科ホシギス Sillago aeolus Sillaginidae: S. aeolus, with S.
sihama

60 2550 ヒメジ科 ヒメジ科 Mullidae spp. Mullidae
61 2570 ハタンポ科 ハタンポ科 Pemperidae spp. Pemperidae
62 2660 タカノハダイ科 タカノハダイ科 Goniistius zonatus Cheiolodactydae
63 2700 スズメダイ科 スズメダイ科 Pomacentridae spp. Pomacentridae
64 2711 コトヒキ シマイサキ科コトヒキ Terapon jarbua Teraponidae
65 2741 イシガキダイ イシダイ科イシガキダ

イ

Oplegnathus punctatus Oplegnathidae

66 2750 イスズミ科・メジナ科 イスズミ科，メジナ科 Kyphosidae & Girellidae spp. Kyphosidae & Girellidae
67 2830 ツバメコノシロ科 ツバメコノシロ科ツバ

メコノシロ

Polynemidae spp. Polynemidae

68 2840 ベラ科spp ベラ科 Labridae spp. Labridae
69 2841 シロクラベラ ベラ科シロクラベラ Choerodon schoenleinii Labridae
70 2842 タキベラ属 ベラ科タキベラ属 Bodianus  spp. Labridae: Bodianus perditio  etc.
71 2850 ブダイ科 ブダイ科 Scaridae spp. Scaridae
72 3210 マンジュウダイ科 マンジュウダイ科ツバ

メウオ等

Ephippidae spp. etc. Ephippidae spp. with
Scatophagidae,  Pomacanthidae
spp.

73 3230 アイゴ科spp アイゴ科その他 Sigunus  spp. Siganidae
74 3231 アイゴ アイゴ科アイゴ Siganus fuscescens Siganida
75 3232 ゴマアイゴ アイゴ科ゴマアイゴ Siganus guttatus Siganidae
76 3233 ハナアイゴ アイゴ科ハナアイゴ Siganus argenteus Siganidae
77 3235 スク　（アイゴ類稚魚） アイゴ科アミアイゴ・

ハナアイゴ稚魚

Juvenile of siganids Siganidae: Juvenile of Siganus
spinus, S. argenteus

78 3260 ニザダイ科spp ニザダイ科 Acanthuridae Acanthuridae
79 3261 テングハギ属 (herbivore) ニザダイ科テングハギ

属   (主に藻類食性，テ

ングハギ）

Naso spp. (herbivore) Acanthuridae: Naso unicornis
etc.

80 3262 テングハギ属 (planktivore) ニザダイ科テングハギ

属　（主にプランクト

ン食性，テングハギモ

ドキ等）

Naso spp. (planktivore)
Acanthuridae: Naso
hexacanthus  etc.

81 3300 カマス科 カマス科 Sphyraenidae spp. Sphyraenidae
82 3320 タチウオ科 タチウオ科 Trichiuridae spp. Trichiuridae
83 3330 サバ科spp サバ科 Scombridae spp. Scombridae
84 3331 グルクマ サバ科グルクマ Rastrelliger kanagurta Scombridae
85 33331 スマ サバ科スマ Euthynnus affinis Scombridae
86 33332 ソーダガツオ属 サバ科ソーダガツオ属 Auxis  spp. Scombridae
87 3360 カレイ目 ササウシノシタ科，ヒ

ラメ科，ダルマガレイ

科

Pleuronectiformes Soleidae, Pralichthyidae,
Bothidae

表2　　続き
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# EFC EFN Detailed contents EFN (in English) Detailed contents
 (in English)

88 3460 モンガラカワハギ・カワハギ科 モンガラカワハギ科・

カワハギ科

Balistidae & Monacanthidae
spp.

Balistidae & Monacanthidae

89 3510 フグ科 フグ科モヨウフグ Tetraodontidae spp. Tetraodontidae: Arothron
stellatus  etc.

90 3520 ハリセンボン科 ハリセンボン科 Diodon  spp. Diodontidae
91 4000 その他魚類 その他魚類 other fihses
92 5010 イセエビ類 イセエビ科（甲殻類） Panulirus  spp. Palinuridae (crustacea)
93 5020 セミエビ類 セミエビ科セミエビ Scyllarides squammosus Scyllaridae (crustacea): S.

squammosus with S.haanii
94 5021 ゾウリエビ・ウチワエビモドキ セミエビ科ゾウリエビ

属，ウチワエビモドキ

Parribacus  & Thenus  spp. Scyllaridae (crustacea)

95 5040 エビ類 クルマエビ科ウシエビ

等

Penaeidae spp. Penaeidae  (crustacea): Penaeus
monodon  etc.

96 5500 カニ類spp （甲殻類）その他カニ

類

other crab (crustacea)

97 5501 アサヒガニ アサヒガニ科（甲殻

類）

Ranina ranina  Raninidae (crustacea)

98 5502 ガザミ類 ワタリガニ科（甲殻

類）タイワンガザミ，

ノコギリガザミ属

Portunidae spp. Portunidae (crustacea):
Portunus pelagicus  & Scylla
spp.

99 6010 タコ類 マダコ科（頭足類）ワ

モンダコ

octopus Octopodidae (cephalopod):
Octopus cyanea  etc.

100 6021 コウイカ類 コウイカ科（頭足類）

コブシメ

Sepia  spp. Sepiidae (cephlopod): S.
latimanus  with others.

101 6022 アオリイカ類 ジンドウイカ科(頭足

類）アオリイカ

Sepioteuthis lessoniana Loliginidae (cephlopod)

102 7000 貝類spp （腹足類，二枚貝類）

その他貝類

other gastropod & bivalve

103 7001 シャコガイ類 シャコガイ科（二枚貝

類）

Tridacnidae spp. Tridacnidae (bivalve)

104 7002 チョウセンサザエ リュウテンサザエ科

（巻貝類）チョウセン

サザエ

Turbo argyrostomus Turbinidae (gastropod)

105 7003 ヤコウガイ リュウテンサザエ科

（巻貝類）ヤコウガイ

Turbo marmoratus Turbinidae (gastropod)

106 7004 サラサバテイ ニシキウズガイ科（巻

貝類）サラサバテイ

Tectus niloticus Trochidae (gastropod)

107 7005 ギンタカハマ ニシキウズガイ科（腹

足類）ギンタカハマ

Tectus pyramis Trochidae (gastropod)

108 7006 マガキガイ スイショウガイ科（巻

貝類）マガキガイ

Strombus luhuanus Strombidae (gastropod)

109 7007 トウカムリ トウカムリ科（腹足

類）トウカムリ

Cassis cornuta Cassidae (gastropod)

110 7008 ホラガイ フジツガイ科（腹足

類）ホラガイ

Charonia tritonis Ranellidae (gastropod)

111 7009 バイガイ類 エゾバイ科（腹足類）

バイガイ類

Babylonia spp. Buccinidae (gastropod)

112 7010 ミミガイ類 ミミガイ科（腹足類） Haliotidae spp. Haliotidae (gastropod)
113 7011 クモガイ類 スイショウガイ科（腹

足類）クモガイ類

Lambis  & Harpago  spp. Strombidae (gastropod)

表2　　続き
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表3  漁獲統計DB 出荷者の所属漁協・地区と海域区分及び共同漁業権区域との対応 

所属C 所属N 
海域 

C 
海域N 

共同 

漁業権  
所属C 所属N 

海域 

C 
海域N 

共同 

漁業権 

沖縄県：沖縄島周辺 
    

沖縄県：その他 
   

0 名護東 1 北部 5 
 

20 座間味 6 西部離島 18 
1 名護西 1 北部 3 

 
21 渡名喜 6 西部離島 19 

2 今帰仁 1 北部 3 
 

22 久米島 6 西部離島 20,21 
3 本部 1 北部 3 

 
28 渡嘉敷 6 西部離島 18 

4 伊江 1 北部 4 
 

29 伊平屋 6 西部離島 1 
5 羽地 1 北部 3 

 
30 伊是名 6 西部離島 1 

6 宜野座 2 中東部 7 
 

31 粟国 6 西部離島 17 
7 国頭 1 北部 2 

 
33 大東 9 大東 

 
8 金武 2 中東部 7 

 
34 平良市 7 宮古諸島 22,23 

9 石川 2 中東部 7 
 

35 池間 7 宮古諸島 22,23 
10 南原 3 南東部 9,12 

 
36 伊良部 7 宮古諸島 22,23 

11 与那城 2 中東部 8 
 

37 八重山 8 八重山諸島 24,25,26 
12 勝連 2 中東部 8 

 
39 与那国 8 八重山諸島 27 

13 沖縄市 3 南東部 9,12 
      

14 佐敷・中城 3 南東部 10,12 
 

県外 
    

15 与那原・西原 3 南東部 10,12 
 

40 県外 10 県外 
 

16 知念 3 南東部 11,12 
 

47 奄美 11 奄美諸島 
 

17 港川 4 南西部 16 
 

48 与論 11 奄美諸島 
 

18 糸満 4 南西部 16 
 

50 沖永良部 11 奄美諸島 
 

19 那覇沿岸 4 南西部 15 
      

23 那覇地区 4 南西部 15 
 

不明 
    

24 浦添・宜野湾 4 南西部 15 
 

9999 不明 9999 不明 
 

25 北谷 5 中西部 14 
      

26 読谷 5 中西部 13 
      

27 恩納 5 中西部 6 
      

111 名護（東西不明） 1 北部 
       

999 北部不明 1 北部              
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表4　沖縄県水産海洋技術センター漁獲統計データベース　大分類区分ごとの年間生産量 (t)　（1989年度－2015年度）

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

0 軟骨魚類 22.3 16.1 11.9 12.3 14.0 10.5 9.9 10.2 11.8 11.0 6.2 7.4 5.5 5.8 10.2
1 カライワシ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2 ウナギ目 4.9 5.1 4.8 4.7 5.6 5.5 5.8 6.4 6.5 6.0 6.0 6.7 6.8 7.0 7.0
3 ニシン目 88.7 65.1 101.5 136.4 86.7 82.4 110.6 84.0 81.3 74.1 87.6 123.6 123.2 122.4 71.1
4 ネズミギス目 0.3 0.2 0.4 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
6 ナマズ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
7 サケ目 3.5 4.4 0.3 0.7 0.1 0.6 1.9 2.5 7.3 3.7 4.2 6.7 3.0 0.1 7.0
8 ヒメ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.3 0.0 0.0 0.0

10 アンコウ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.3 1.4 0.1
11 トウゴウロウイワシ目 0.6 0.5 0.1 0.3 0.5 0.8 0.6 0.7 0.2 0.7 0.1 0.0 0.1 0.0 0.2
12 ダツ目 93.6 74.1 71.6 85.9 64.3 59.8 61.0 44.9 41.2 45.5 31.9 40.9 44.1 35.7 40.4
13 アカマンボウ目 0.0 0.0 5.2 6.1 9.4 16.8 12.1 10.5 29.9 26.6 41.7 61.4 74.6 55.9 78.1
14 キンメダイ目 34.0 35.8 35.2 32.7 34.8 44.9 41.2 43.8 30.8 28.7 30.6 29.9 21.9 17.7 16.8
15 マトウダイ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
16 ヨウジウオ目 1.6 1.1 0.8 1.0 1.3 1.5 1.5 1.9 1.1 1.1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.7
17 カサゴ目 0.6 0.6 0.6 0.5 0.8 0.7 0.8 0.7 2.9 2.9 2.7 2.7 3.5 2.6 2.4
18 スズキ目 10263 10678 12258 14203 14289 13561 14534 14101 13678 13709 14326 13245 12675 12727 12043
19 カレイ目 3.8 4.2 7.5 5.9 5.4 4.6 4.5 6.2 5.8 4.9 4.9 5.3 5.1 4.6 3.8
20 フグ目 123.0 94.0 115.2 108.5 105.2 103.9 97.6 83.8 74.5 84.1 103.6 111.6 112.8 93.7 76.4
21 その他魚類 63.3 73.2 84.5 106.2 102.2 112.9 104.3 117.8 90.0 87.7 80.3 90.3 95.6 107.7 101.1
25 イカ類 489.5 674.7 771.7 1162.5 1458.8 2143.4 1215.8 1668.3 1582.9 1588.3 1729.6 1695.7 1731.4 1947.6 1762.0
26 タコ類 162.9 143.3 160.6 170.2 192.9 176.2 174.4 154.6 152.0 174.2 192.6 156.7 150.6 155.6 174.6
27 十脚類 86.4 107.1 112.6 107.8 104.2 94.8 109.2 95.1 91.8 105.1 82.8 79.7 76.5 75.7 72.0
28 貝類 81.1 94.5 98.3 98.4 120.1 107.7 124.0 107.8 87.8 86.3 103.2 140.6 146.1 135.2 127.3
30 ウニ類 168.9 102.4 68.5 117.4 131.3 124.3 162.4 117.9 90.2 69.8 42.7 36.5 58.4 34.1 35.5
31 ナマコ類 0.3 18.9 8.6 17.7 3.8 3.1 2.9 5.1 2.4 1.4 1.1 1.1 0.9 0.6 0.6
40 爬虫類 1.2 0.4 0.4 0.1 0.6 0.1 0.7 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2
41 海産哺乳類 8.9 7.1 20.3 40.2 31.6 55.2 34.5 44.3 20.6 25.7 32.2 32.5 26.7 26.5 23.5
50 海藻類 236.0 505.4 534.6 679.3 709.8 390.2 403.1 650.7 611.5 519.0 502.3 593.2 731.4 797.5 1445.3
60 その他 28.4 42.0 50.6 28.0 39.9 46.9 66.6 82.0 110.7 65.4 61.1 43.3 21.8 17.6 0.1

(空白) 21.8 26.1 14.8 7.9 3.0 0.1 2207.8 2866.6 4538.1 2919.9 391.6 242.4 373.5 237.1 2.3
総計 11,989 12,774 14,539 17,134 17,515 17,149 19,487 20,307 21,349 19,642 17,866 16,755 16,490 16,611 16,103

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 (空白 ) 総計 総計%

0 軟骨魚類 13.1 14.6 17.0 7.7 6.0 5.7 5.8 4.8 4.2 4.8 3.4 10.8 263.0 0.1
1 カライワシ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.0
2 ウナギ目 7.0 8.0 7.7 6.5 5.9 6.6 5.4 5.9 6.0 5.3 4.3 4.6 161.9 0.0
3 ニシン目 60.8 54.0 64.0 80.7 104.1 130.1 73.9 83.0 67.7 45.3 41.3 69.8 2313.4 0.5
4 ネズミギス目 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.1 3.1 0.0
6 ナマズ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
7 サケ目 35.2 23.6 10.6 11.0 1.5 0.3 0.1 1.8 3.1 1.1 2.8 11.5 148.7 0.0
8 ヒメ目 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0

10 アンコウ目 2.0 3.1 0.5 0.7 0.6 0.4 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 9.7 0.0
11 トウゴウロウイワシ目 0.6 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.4 0.3 0.1 7.8 0.0
12 ダツ目 163.7 197.5 145.9 117.4 83.4 72.7 43.9 48.4 33.1 23.4 45.5 39.8 1849.5 0.4
13 アカマンボウ目 78.5 87.6 131.1 131.7 126.4 134.9 117.2 131.3 113.2 106.6 114.2 109.4 1810.2 0.4
14 キンメダイ目 13.2 12.5 12.0 10.4 10.1 9.7 8.5 8.3 7.7 8.0 8.8 19.0 607.0 0.1
15 マトウダイ目 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
16 ヨウジウオ目 1.4 1.0 1.2 1.2 1.2 1.1 0.8 0.8 0.5 0.4 0.5 0.5 30.4 0.0
17 カサゴ目 3.5 2.8 1.8 1.3 1.4 1.5 1.2 1.1 1.0 1.0 0.9 1.1 43.5 0.0
18 スズキ目 11149 11426 11297 11075 11113 11916 12020 11312 10109 10390 11193 10991 330281 76.2
19 カレイ目 5.6 8.9 3.3 2.9 2.6 2.4 2.1 1.6 1.5 1.5 1.5 0.9 111.2 0.0
20 フグ目 66.8 65.9 58.7 58.6 56.3 48.1 39.9 34.1 34.8 35.8 35.3 31.7 2054.0 0.5
21 その他魚類 98.6 102.3 86.7 63.6 50.8 54.8 62.5 73.3 53.7 122.3 289.1 205.5 2680.6 0.6
25 イカ類 2190.7 1793.1 1823.1 1797.9 1993.3 1629.7 1207.6 2049.4 1986.1 2048.8 2010.1 1882.0 44034.1 10.2
26 タコ類 152.7 133.1 129.3 129.4 143.7 129.8 104.1 121.9 103.6 111.5 88.5 80.7 3919.7 0.9
27 十脚類 69.7 77.4 62.9 65.1 60.2 50.6 50.9 47.3 46.0 47.3 47.8 47.2 2073.3 0.5
28 貝類 134.1 136.7 115.5 103.1 93.0 106.8 97.9 100.1 81.7 211.9 101.0 119.1 3059.5 0.7
30 ウニ類 57.3 34.6 42.9 67.1 67.5 113.6 63.1 14.9 15.3 2.0 2.0 0.8 1841.5 0.4
31 ナマコ類 0.5 0.7 0.5 0.3 0.3 0.7 0.8 3.9 10.4 29.7 16.1 13.4 145.9 0.0
40 爬虫類 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 5.6 0.0
41 海産哺乳類 26.3 5.4 9.7 25.2 16.5 18.9 16.8 14.5 9.1 14.6 4.5 0.9 592.3 0.1
50 海藻類 1343.1 918.4 778.0 1021.6 818.4 1321.7 165.4 567.7 540.2 462.3 1559.2 1549.6 20354.7 4.7
60 その他 0.0 0.0 10.1 11.1 6.4 3.1 0.0 1.2 2.6 0.2 1.0 0.8 740.8 0.2

(空白) 3.6 0.0 2.7 0.0 0.0 11.6 28.6 19.5 18.2 16.7 19.1 16.5 243.8 14233.4 3.3
総計 15,677 15,107 14,813 14,790 14,763 15,772 14,117 14,647 13,249 13,691 15,590 15,207 244 433,377 100.0

県内23市場での取り扱い数量（養殖・輸入を含む）. 空白は，データベース上での不備があるエラーデータを示す．
*一部重複集計を含む　（特に離島市場から泊市場に出荷される分について重複が含まれている可能性あり）

　　大分類C/N

　　大分類C/N
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表5　沖縄県水産海洋技術センター漁獲統計データベース　市場ごとのエラーデータの年間数量 (t)　（1989年-2013年）

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

1 国頭 4 0
5 名護 4 4 2 0 0 0
6 恩納 0 0 0 0
7 読谷 0 0 0 0 0 0
9 浦添・宜野湾 0

10 那覇沿岸 11 6 6 7 3
11 那覇地区 0 0 0 0 0 1
13 糸満 1 1 0 0 0 0 0 0 0
14 港川 0 0 1
15 知念 0 0 0 0 0 0 0 0
17 与那原・西原 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 中城 0 0 0 0 0 0
19 沖縄市 0 0 0 1
21 勝連 0 14 2
22 与那城 0 0 0 0 0 0 0 0 0
25 金武 0
30 久米島 6
36 伊良部 2208 2866 4537 2919 391 242 373 237
39 県漁連 1 0 0

総計 22 26 15 8 3 0 2208 2867 4538 2920 392 242 374 237 2
* エラー率  (％：エラー重量 /全重量）

36 伊良部 0 0 0 0 0 0 94 98 99 97 64 48 68 46 0

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 空白 総計
総

計%

1 国頭 0 0 0 4 0
5 名護 0 0 0 0 0 10 0
6 恩納 0 0 0
7 読谷 0 0
9 浦添・宜野湾 1 1 0

10 那覇沿岸 0 0 33 0
11 那覇地区 3 0 5 0
13 糸満 0 0 0 3 0
14 港川 0 1 0
15 知念 2 2 4 0
17 与那原・西原 0 0
18 中城 244 244 2
19 沖縄市 2 0
21 勝連 16 0
22 与那城 0 1 0
25 金武 0 0
30 久米島 6 0
36 伊良部 3 13776 97
39 県漁連 0 0 0 12 29 19 18 17 17 13 125 1

総計 4 0 3 0 0 12 29 20 18 17 19 16 244 14233 100
* エラー率  (％：エラー重量 /全重量）

36 伊良部 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

   市場 C/N

   市場 C/N

*少なくとも魚種コードが欠落しているデータ．DB読み込み時のエラーによる場合もあり，必ずしも数量(t)を示さ

ない．
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表6 沖縄島周辺海域における共同漁業権区域の水深帯別面積 (km2)             

共同漁業権 C 大海域N 

水深帯(m) 

海岸線

－低潮

線 

<5 
5－

9.9 

10－

19.9 

20－

29.9 

30－

39.9 

40－

49.9 

50－

99.9 

100－

149.9 

150－

199.9 
200< Total 

共同第2号 1 北部 19.3 12.4 8.9 11.5 11.8 18.5 20.8 79.4 35.4 2.0 1.2 221.2 

共同第3号 1 北部 40.5 29.0 14.7 17.9 21.2 24.1 31.1 70.3 11.1 3.3 0.9 264.1 

共同第4号 1 北部 6.7 1.5 1.7 3.8 5.1 8.1 10.7 26.2 10.9 5.9 31.5 112.0 

共同第5号 1 北部 9.2 12.0 3.2 4.7 5.9 7.2 7.5 35.5 5.5 0.0 0.0 90.9 

共同第6号 5 中西部 10.6 7.5 2.1 1.9 1.9 2.4 2.7 15.9 5.9 2.6 6.5 59.9 

共同第7号 2 中東部 11.0 22.3 15.8 23.5 27.5 10.2 7.8 16.7 0.0 0.0 0.0 134.7 

共同第8号 2 中東部 29.1 43.7 18.3 22.7 17.4 16.3 23.2 61.0 11.4 2.6 0.4 246.1 

共同第9号 3 南東部 10.8 5.2 4.9 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.5 

共同第10号 3 南東部 7.6 9.0 5.2 13.3 16.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 51.0 

共同第11号 3 南東部 19.3 16.0 9.7 22.2 35.3 22.9 20.8 42.0 2.5 0.5 0.0 191.1 

共同第12号 3 南東部 0.8 0.9 1.3 7.8 14.3 18.1 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 48.2 

共同第13号 5 中西部 5.5 2.7 2.5 3.5 3.8 2.0 1.5 7.5 0.0 0.0 0.0 29.0 

共同第14号 5 中西部 2.6 1.1 0.8 2.3 4.4 1.7 1.0 6.5 0.0 0.0 0.0 20.3 

共同第15号 4 南西部 11.5 9.1 4.7 11.8 10.0 7.1 8.0 9.4 0.0 0.0 0.0 71.7 

共同第16号 4 南西部 17.6 5.0 3.6 7.3 8.6 11.0 11.0 24.6 2.0 0.0 0.0 90.8 

                              

小計 1 北部 75.7 54.9 28.6 37.9 43.9 57.9 70.2 211.5 62.8 11.2 33.6 688.2 

  2 中東部 40.1 66.0 34.0 46.2 45.0 26.5 31.0 77.6 11.4 2.6 0.4 380.8 

  3 南東部 38.5 31.1 21.1 48.8 65.6 41.0 25.7 42.0 2.5 0.5 0.0 316.9 

  4 南西部 29.1 14.0 8.4 19.1 18.6 18.2 19.0 34.1 2.0 0.0 0.0 162.5 

  5 中西部 18.7 11.3 5.3 7.7 10.1 6.1 5.2 29.9 5.9 2.6 6.5 109.2 

                              

合計     202.2 177.2 97.4 159.7 183.2 149.7 151.1 395.1 84.7 16.8 40.6 1657.6 
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沖縄島沿岸域の水産資源の動向と現状 

 

生息地N 大海域
C 大海域N 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

沿岸 1 北部 689.6 773.8 772.6 642.4 605.4 578.4 661.7 637.8 554.0 530.9 487.0 491.3 545.8 549.8 491.9
2 中東部 656.3 586.8 541.4 525.4 574.2 548.0 572.1 480.2 363.2 433.2 412.4 452.6 506.1 417.5 373.1
3 南東部 292.9 270.7 239.7 251.0 249.9 239.5 271.8 289.6 249.2 261.9 241.3 217.3 235.0 234.0 226.0
4 南西部 455.1 431.6 511.6 610.9 704.5 615.1 661.6 641.6 585.5 534.0 520.5 532.0 609.6 586.2 582.6
5 中西部 146.8 124.7 111.1 241.0 199.4 243.3 228.8 175.5 164.9 154.2 201.6 222.8 188.6 160.2 148.0

1-5小計 沖縄島 2240.7 2187.6 2176.4 2270.8 2333.3 2224.4 2396.0 2224.8 1916.9 1914.2 1862.8 1916.1 2085.0 1947.6 1821.5
6 西部離島 141.1 138.2 133.0 126.5 123.7 172.8 134.5 114.4 113.2 78.0 74.3 138.4 150.1 144.1 116.5
7 宮古諸島 184.2 299.2 243.1 261.9 317.5 251.5 365.4 265.2 221.6 262.9 369.2 440.7 361.7 375.1 238.1
8 八重山諸島 787.1 667.7 736.4 738.4 745.4 758.1 712.1 708.5 572.5 567.7 662.8 575.9 533.0 524.4 494.4
9 大東 0.0 0.1 8.2 5.5 4.0 4.3 0.6 1.7 1.0 0.0 1.1 0.9 0.2 1.9 0.0

10 県外 7.7 7.8 4.5 5.4 6.0 5.5 7.9 5.7 10.6 7.1 4.3 17.0 15.7 21.4 44.9
11 奄美諸島 8.5 12.0 17.8 26.0 18.7 36.4 23.6 36.0 19.7 22.3 34.9 31.8 22.1 18.7 31.1

9999 不明 449.6 448.6 607.1 579.9 666.3 571.2 499.5 434.5 360.0 390.2 362.9 289.5 277.9 232.6 172.8
沿岸  計 3818.8 3761.2 3926.4 4014.4 4214.9 4024.2 4139.6 3790.8 3215.4 3242.3 3372.4 3410.3 3445.8 3266.0 2919.3
沖底 1 北部 62.7 78.0 68.9 37.0 35.6 44.7 52.7 49.8 37.6 55.0 36.1 33.6 30.6 14.3 26.5

2 中東部 1.4 0.9 1.1 0.8 1.3 2.3 3.0 1.2 2.7 0.9 1.3 1.4 1.3 2.2 0.7
3 南東部 5.5 3.3 3.3 2.6 2.2 1.2 4.0 3.7 4.9 4.9 4.6 7.2 4.7 3.0 3.4
4 南西部 243.1 178.6 264.1 297.2 227.8 165.2 218.4 156.0 144.1 138.6 151.6 127.6 175.3 184.0 166.4
5 中西部 0.4 0.6 0.5 0.8 0.9 1.3 1.9 1.3 1.6 2.0 1.6 1.9 2.0 1.2 2.0

1-5小計 沖縄島 313.2 261.3 338.0 338.3 267.8 214.7 280.0 212.0 190.9 201.3 195.1 171.6 214.0 204.7 199.1
6 西部離島 5.4 4.1 4.0 5.6 6.2 4.7 5.7 5.2 5.5 9.2 5.6 6.8 5.8 2.4 9.8
7 宮古諸島 7.0 31.7 16.5 15.6 10.9 17.2 23.6 28.6 16.2 17.1 18.8 18.5 19.1 19.0 15.7
8 八重山諸島 260.8 245.0 214.7 212.0 166.5 197.4 194.3 214.8 166.0 169.6 159.7 125.6 131.8 110.9 89.8
9 大東 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 県外 113.4 94.3 99.0 102.8 134.0 125.3 133.5 152.5 151.1 166.4 114.5 136.3 117.5 128.4 117.6
11 奄美諸島 1.8 2.9 0.7 1.1 1.4 15.3 27.0 24.7 3.5 1.3 4.4 10.1 17.3 10.2 10.4

9999 不明 421.9 430.8 395.7 431.1 417.0 493.6 475.7 509.9 466.0 449.2 388.1 335.2 330.1 254.5 221.7
沖底  計 1123.4 1070.2 1068.6 1106.4 1003.8 1068.3 1139.9 1147.8 999.2 1014.1 886.2 804.2 835.4 730.0 664.1
沖表 1 北部 321.6 363.7 369.8 541.3 587.6 599.9 561.0 663.1 598.3 636.5 647.9 742.8 670.6 709.1 548.2

2 中東部 112.1 88.7 113.9 199.0 276.7 307.2 281.0 306.5 309.7 358.5 326.6 340.0 297.5 264.7 253.0
3 南東部 408.4 342.2 428.4 552.9 610.8 682.2 548.7 710.4 775.6 840.8 701.1 670.3 834.1 777.6 752.6
4 南西部 1866.1 1988.7 3272.9 4879.6 5253.9 4737.1 4779.6 5375.1 5574.5 5579.8 5731.8 5182.0 4873.3 5372.8 5132.0
5 中西部 17.3 25.0 30.1 37.1 33.0 29.7 22.4 34.7 25.2 37.8 49.5 47.3 49.2 42.1 43.0

1-5小計 沖縄島 2725.5 2808.3 4215.1 6209.8 6762.0 6356.1 6192.9 7089.8 7283.3 7453.3 7457.0 6982.4 6724.8 7166.3 6728.9
6 西部離島 185.1 73.4 80.7 110.1 176.0 143.9 194.3 181.3 234.3 206.2 314.2 348.4 476.9 550.7 463.2
7 宮古諸島 487.7 489.3 462.9 555.9 430.3 611.9 123.7 66.1 63.1 64.5 75.7 46.1 59.7 183.3 604.7
8 八重山諸島 260.8 226.6 221.3 241.6 296.9 268.8 350.5 469.5 541.1 381.0 823.4 789.7 769.0 735.2 558.4
9 大東 2.0 1.0 1.7 1.1 3.9 1.2 3.5 2.5 5.2 3.5 0.0 0.0 1.2 4.7 3.2

10 県外 0.4 0.7 0.4 12.7 29.2 5.7 10.5 1.4 0.1 0.1 1.9 44.4 8.2 1.3 10.7
11 奄美諸島 15.4 3.6 26.7 45.7 14.0 12.6 1.9 2.1 5.2 21.3 8.4 5.9 9.6 13.7 31.0

9999 不明 2693.3 3358.0 3503.7 3613.6 3470.6 3818.3 4141.5 3581.4 3402.1 3209.4 3139.9 2789.3 2345.3 2220.3 2077.8
沖表  計 6370.1 6960.8 8512.6 10790.4 11182.9 11218.4 11018.8 11394.1 11534.4 11339.4 11820.5 11006.2 10394.7 10875.6 10477.9
総計 11312.4 11792.2 13507.6 15911.2 16401.6 16310.9 16298.2 16332.7 15749.0 15595.8 16079.0 15220.6 14675.9 14871.6 14061.3

生息地N 大海域
C 大海域N 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 総計 総計% 生息地

小計%
沿岸 1 北部 427.3 409.4 396.0 340.7 344.2 342.4 325.2 329.3 328.2 329.8 299.5 295.1 13179.7 3.7 17.5

2 中東部 351.4 306.7 300.9 270.7 282.1 285.9 264.7 230.4 194.4 182.9 147.4 142.5 10402.7 2.9 13.8
3 南東部 186.8 180.3 184.8 160.0 159.1 145.4 150.3 137.1 125.0 118.0 107.3 103.0 5526.6 1.5 7.3
4 南西部 580.5 553.9 469.1 434.4 299.7 279.7 255.8 260.5 227.4 212.5 178.4 198.7 12533.2 3.5 16.6
5 中西部 149.9 169.2 175.9 146.7 161.2 184.9 142.1 153.3 115.4 97.4 156.7 197.1 4560.8 1.3 6.0

1-5小計 沖縄島 1695.9 1619.6 1526.7 1352.5 1246.4 1238.2 1138.1 1110.6 990.4 940.6 889.3 936.4 46202.9 12.9 61.2
6 西部離島 116.6 133.0 114.4 118.8 138.0 132.5 100.9 106.2 112.8 115.9 114.2 107.4 3309.3 0.9 4.4
7 宮古諸島 200.5 185.4 180.5 180.2 178.6 203.2 185.2 128.8 131.6 110.4 116.5 87.9 6346.2 1.8 8.4
8 八重山諸島 422.3 363.5 340.3 366.0 376.2 345.1 311.4 315.5 250.1 258.2 253.8 216.8 13132.8 3.7 17.4
9 大東 0.1 0.2 0.3 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.2 0.0 0.0

10 県外 7.4 7.5 4.3 1.8 0.4 1.8 0.3 0.0 0.3 3.4 7.5 4.5 210.7 0.1 0.3
11 奄美諸島 23.6 23.7 33.2 34.8 18.6 13.4 17.8 23.7 32.1 36.8 40.2 36.2 693.6 0.2 0.9

9999 不明 186.7 251.7 181.1 152.2 245.5 166.2 118.1 79.2 62.9 61.6 56.8 70.0 7974.8 2.2 10.6
沿岸  計 2653.1 2584.5 2380.8 2206.4 2203.6 2100.4 1871.9 1763.9 1580.1 1526.9 1478.4 1459.3 75433.4 21.1 100.0
沖底 1 北部 21.0 23.2 18.6 18.1 13.0 27.3 16.7 15.2 14.4 12.7 11.4 17.4 872.1 0.2 4.0

2 中東部 0.8 2.0 1.7 1.4 2.0 3.9 2.3 1.8 1.5 1.7 1.3 1.1 44.0 0.0 0.2
3 南東部 4.0 3.5 3.5 3.8 6.9 6.4 5.2 4.1 2.9 3.5 6.6 4.4 113.4 0.0 0.5
4 南西部 144.5 154.0 124.1 128.2 57.1 62.2 50.1 52.4 43.9 37.6 38.2 46.6 3776.8 1.1 17.5
5 中西部 2.1 5.2 4.2 3.4 2.4 3.7 2.9 2.1 1.9 1.4 1.7 1.8 52.8 0.0 0.2

1-5小計 沖縄島 172.4 187.8 152.1 155.0 81.5 103.4 77.3 75.5 64.7 57.0 59.2 71.3 4859.1 1.4 22.5
6 西部離島 6.8 8.1 7.5 7.7 6.9 9.0 9.0 9.6 9.4 11.1 8.7 10.2 190.1 0.1 0.9
7 宮古諸島 19.8 14.5 13.5 16.7 16.0 19.2 13.0 12.3 11.2 12.0 15.5 12.3 451.4 0.1 2.1
8 八重山諸島 96.5 86.0 89.1 76.3 91.8 99.8 95.8 100.5 87.1 62.4 70.2 55.7 3544.3 1.0 16.4
9 大東 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

10 県外 127.2 118.2 62.0 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 2194.8 0.6 10.2
11 奄美諸島 12.7 18.6 16.9 15.0 22.3 23.5 23.2 20.2 21.9 22.3 22.2 5.6 356.2 0.1 1.7

9999 不明 228.8 217.6 320.8 407.8 432.3 408.8 408.3 378.6 313.2 277.6 272.9 278.2 9965.5 2.8 46.2
沖底  計 664.4 650.8 661.9 678.5 650.9 663.9 626.7 596.7 507.5 442.4 448.7 433.3 21561.5 6.0 100.0
沖表 1 北部 616.2 590.1 472.8 458.8 434.5 476.0 458.3 525.8 442.0 568.7 452.0 490.0 14546.7 4.1 5.6

2 中東部 220.0 202.2 182.9 149.8 160.2 152.8 165.1 143.6 121.2 101.4 98.7 104.5 5637.7 1.6 2.2
3 南東部 752.6 743.6 897.5 942.7 893.1 974.8 1055.4 1156.1 1228.7 1223.2 1167.7 1127.5 21798.9 6.1 8.4
4 南西部 4996.8 4990.6 4109.2 3227.8 2831.6 2902.0 2755.6 3078.0 2929.7 3042.6 3143.1 3295.7 110901.8 31.0 42.9
5 中西部 56.9 32.0 50.9 45.2 31.4 36.1 36.1 33.0 48.7 77.0 73.1 84.5 1128.4 0.3 0.4

1-5小計 沖縄島 6642.6 6558.5 5713.4 4824.3 4350.8 4541.7 4470.5 4936.4 4770.4 5012.8 4934.6 5102.1 154013.6 43.0 59.6
6 西部離島 522.7 418.4 407.6 622.8 698.6 761.5 859.6 727.9 721.6 667.8 726.6 702.9 10043.3 2.8 3.9
7 宮古諸島 453.5 570.6 536.5 509.6 538.5 639.5 563.1 443.4 413.2 400.1 481.6 466.1 9512.8 2.7 3.7
8 八重山諸島 544.8 559.5 516.3 641.4 659.7 776.6 979.2 1108.5 1005.6 1003.0 0.0 0.0 14728.4 4.1 5.7
9 大東 0.1 0.0 5.0 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 51.4 0.0 0.0

10 県外 1.6 0.9 0.7 0.9 2.3 1.7 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 137.2 0.0 0.1
11 奄美諸島 18.7 40.1 47.0 32.6 14.4 11.9 8.7 19.1 9.4 8.6 14.9 20.7 428.9 0.1 0.2

9999 不明 1996.0 2034.1 3035.1 3478.5 4055.5 4192.2 3989.5 3798.3 3313.1 3344.8 3950.7 3657.4 80559.3 22.5 31.2
沖表  計 10180.0 10182.0 10261.5 10121.8 10319.8 10925.1 10871.1 11033.6 10233.4 10437.1 10108.4 9949.2 258308.1 72.1 100.0
総計 13497.5 13417.3 13304.2 13006.8 13174.4 13689.4 13369.6 13394.3 12320.9 12406.4 12035.4 11841.8 358178.6 100.0

表7　沖縄県水産海洋技術センター漁獲統計データベース ：生息地・海域区分ごとの漁獲量 (t)　（1989年度-2015年度）

県内23市場での取り扱い数量．抽出条件：大分類コード（0～28：魚類，甲殻類，頭足類，貝類）．以下については集計から除外：大分類コード30～60
（30ウニ類，31ナマコ類，40爬虫類，41海産哺乳類，50海藻類，60その他），空白（エラーデータ）．

*一部重複集計を含む　（特に離島市場から泊市場に出荷される分について重複が含まれている可能性あり）

*生産地区分は属人．特に沖合表層に区分されるマグロ類等は南方海域産を含む．

*生息地N：　沿岸（主に水深100m以浅で漁獲されるもの），沖底（主に水深100m以深の沖合底層で漁獲されるもの．マチ類等），沖表（主に沖合表層

で漁獲されるもの．マグロ，カジキ類等）
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太田，秋田，上原，海老沢 

 

 
 
 

生息地N 大海域
C 大海域N 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

沿岸 1 北部 67,824 77,971 80,099 67,066 62,495 54,428 59,048 60,914 56,739 48,311 43,086 38,086 37,838 39,592 36,170
2 中東部 55,864 52,353 47,535 47,318 50,228 46,075 45,420 42,235 32,270 33,767 30,161 31,368 33,032 27,908 25,564
3 南東部 29,472 29,002 25,350 26,568 25,402 22,511 23,997 26,623 22,790 22,486 20,233 18,557 18,685 17,780 17,209
4 南西部 48,611 50,869 56,201 66,112 74,570 63,233 66,652 68,140 65,367 55,654 53,264 49,227 56,836 54,408 50,953
5 中西部 10,683 10,260 9,641 14,165 14,105 14,135 13,572 12,359 12,079 10,721 12,163 12,086 10,492 8,856 8,906

1-5小計 沖縄島 212,455 220,456 218,826 221,228 226,800 200,381 208,689 210,270 189,246 170,938 158,907 149,323 156,883 148,544 138,802
6 西部離島 12,579 13,272 12,997 11,838 11,252 13,155 11,422 10,064 10,242 7,624 7,036 9,723 9,785 9,729 8,323
7 宮古諸島 15,508 27,377 22,494 23,054 24,701 20,454 23,284 20,233 18,395 19,571 19,023 21,805 20,151 19,459 14,669
8 八重山諸島 80,434 76,272 82,862 82,507 82,578 84,048 74,137 77,021 68,624 63,018 64,405 55,778 50,200 48,805 46,915
9 大東 3 7 557 403 264 316 46 126 59 0 70 59 9 80 3

10 県外 674 584 388 480 520 420 712 583 1,020 591 437 1,013 987 1,103 1,970
11 奄美諸島 884 1,135 1,686 2,361 1,712 3,669 2,168 2,925 1,884 1,636 2,025 1,934 1,297 1,445 2,459

9999 不明 37,858 40,226 54,180 55,914 63,495 54,267 45,475 40,961 31,795 34,292 28,364 21,287 18,847 16,054 10,905
沿岸  計 360,394 379,328 393,989 397,785 411,323 376,710 365,932 362,182 321,265 297,670 280,267 260,922 258,158 245,218 224,044
沖底 1 北部 7,838 9,739 8,788 5,158 4,791 5,289 6,232 5,648 4,528 5,414 3,500 2,982 2,786 1,457 2,308

2 中東部 220 121 134 123 170 279 297 123 313 95 124 126 133 220 66
3 南東部 840 496 538 417 380 194 440 512 689 638 484 784 559 378 390
4 南西部 30,509 24,748 34,831 38,837 29,672 22,228 25,635 19,562 18,517 16,637 17,353 13,571 18,012 19,181 16,591
5 中西部 60 80 77 138 126 164 209 144 202 265 194 206 217 134 197

1-5小計 沖縄島 39,467 35,184 44,370 44,674 35,139 28,154 32,813 25,988 24,248 23,050 21,654 17,669 21,707 21,370 19,551
6 西部離島 755 653 614 857 824 630 668 631 743 1,140 614 824 599 230 994
7 宮古諸島 913 4,285 2,394 2,147 1,579 2,246 2,971 3,457 2,155 2,123 2,266 2,112 2,135 2,116 1,746
8 八重山諸島 34,868 32,511 27,808 27,430 23,907 25,797 24,440 27,227 22,580 22,021 20,286 14,616 15,407 13,110 10,912
9 大東 0 0 1 3 0 4 0 0 0 0 0 1 0 1 0

10 県外 11,920 9,591 11,491 12,329 16,020 14,017 14,425 17,380 17,553 18,123 11,937 13,778 11,651 13,543 11,432
11 奄美諸島 273 392 103 167 188 1,807 2,876 2,487 478 158 447 1,054 1,914 1,260 1,124

9999 不明 46,122 47,559 46,697 50,805 48,060 53,427 46,742 54,444 48,751 44,809 39,082 32,015 29,737 23,025 19,036
沖底  計 134,317 130,176 133,477 138,410 125,717 126,081 124,935 131,613 116,507 111,424 96,287 82,068 83,151 74,655 64,796
沖表 1 北部 18,166 23,369 23,208 37,514 39,838 43,210 32,762 43,195 39,924 41,401 36,434 40,157 30,267 30,940 29,213

2 中東部 5,340 4,936 5,870 11,245 18,169 23,632 16,607 19,237 20,479 21,442 18,440 17,324 13,607 11,688 12,761
3 南東部 19,509 17,875 25,563 31,568 41,106 47,129 31,275 46,981 51,378 48,883 40,479 35,649 41,050 37,441 43,465
4 南西部 115,012 123,711 216,618 300,254 317,575 290,315 246,856 281,633 285,286 265,614 274,965 264,413 239,604 248,057 270,937
5 中西部 958 1,681 1,953 2,156 2,151 2,425 1,258 2,087 1,643 2,337 2,868 2,341 2,076 1,884 2,012

1-5小計 沖縄島 158,984 171,572 273,211 382,737 418,840 406,711 328,759 393,134 398,710 379,677 373,186 359,883 326,605 330,011 358,388
6 西部離島 12,327 4,644 5,161 6,871 9,795 7,962 10,233 10,089 16,404 11,609 17,901 23,477 28,055 32,476 27,867
7 宮古諸島 17,412 20,045 17,641 20,086 15,631 21,738 6,455 4,064 2,714 2,640 2,968 1,606 2,320 6,367 17,242
8 八重山諸島 17,801 12,644 15,063 16,365 21,099 17,401 19,835 27,254 27,039 27,092 54,437 50,242 50,819 45,809 35,656
9 大東 93 32 52 39 156 45 130 89 168 101 0 0 20 185 62

10 県外 17 39 48 663 994 148 258 21 3 2 66 794 191 27 368
11 奄美諸島 927 190 1,560 2,654 941 735 70 121 503 956 268 267 431 548 1,677

9999 不明 167,040 195,995 197,276 199,616 175,068 192,226 186,635 167,483 158,505 145,966 143,015 148,950 124,192 106,727 104,887
沖表  計 374,601 405,160 510,014 629,032 642,524 646,968 552,374 602,255 604,046 568,043 591,842 585,218 532,634 522,150 546,149
総計 869,312 914,663 1,037,480 1,165,227 1,179,564 1,149,759 1,043,242 1,096,051 1,041,819 977,136 968,395 928,208 873,943 842,023 834,989

生息地N 大海域
C 大海域N 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 総計 総計% 生息地

小計%
沿岸 1 北部 32,700 32,347 32,686 29,023 28,872 26,411 25,567 26,816 27,615 29,210 27,681 29,006 1,177,600 4.8 17.9

2 中東部 24,182 22,190 22,327 21,286 21,024 21,042 22,233 19,458 16,869 17,338 13,773 14,240 837,057 3.4 12.7
3 南東部 15,513 14,830 15,042 13,321 12,668 11,182 11,615 10,325 9,647 9,965 9,583 10,145 490,498 2.0 7.4
4 南西部 50,333 48,662 43,806 39,771 27,094 24,962 23,944 25,366 22,794 21,337 18,623 22,397 1,249,186 5.1 19.0
5 中西部 8,607 8,763 9,752 7,473 8,457 8,441 7,488 8,206 6,856 6,384 8,500 11,083 274,231 1.1 4.2

1-5小計 沖縄島 131,335 126,792 123,612 110,874 98,115 92,037 90,846 90,170 83,781 84,234 78,159 86,871 4,028,573 16.5 61.1
6 西部離島 8,377 10,083 8,805 9,024 9,684 8,522 7,118 7,852 8,024 8,951 9,751 10,268 265,498 1.1 4.0
7 宮古諸島 12,817 11,938 12,424 12,263 12,541 13,334 12,340 8,931 9,665 7,874 8,769 7,447 440,520 1.8 6.7
8 八重山諸島 40,313 34,878 34,722 36,945 36,301 30,965 27,031 27,408 23,201 22,334 23,646 20,903 1,651,584 6.8 25.1
9 大東 9 2 21 3 0 0 0 0 0 0 0 0 2,034 0.0 0.0

10 県外 649 574 372 45 37 209 64 1 20 196 433 315 14,400 0.1 0.2
11 奄美諸島 1,723 1,905 2,770 3,083 1,608 1,388 1,815 2,292 3,846 4,754 6,011 5,621 66,033 0.3 1.0

9999 不明 8,835 11,727 9,382 8,822 13,507 8,834 6,872 4,765 4,065 4,388 4,112 5,766 644,991 2.6 9.8
沿岸  計 204,057 197,900 192,108 181,058 171,793 155,290 146,085 141,419 132,601 132,732 130,881 137,191 6,590,230 27.0 100.0
沖底 1 北部 1,928 2,086 1,799 1,711 1,275 2,321 1,497 1,442 1,499 1,336 1,298 1,763 96,412 0.4 3.9

2 中東部 69 207 148 143 217 321 231 166 158 170 163 112 4,647 0.0 0.2
3 南東部 397 372 349 408 810 632 545 453 349 367 709 564 13,693 0.1 0.6
4 南西部 13,234 14,277 12,468 12,763 5,789 6,055 4,966 4,762 4,580 4,065 4,137 5,833 438,815 1.8 18.0
5 中西部 189 497 437 373 259 408 284 212 180 145 181 203 5,783 0.0 0.2

1-5小計 沖縄島 15,816 17,439 15,202 15,398 8,350 9,738 7,523 7,036 6,766 6,083 6,488 8,475 559,350 2.3 22.9
6 西部離島 644 778 792 837 623 957 926 1,084 970 1,268 940 1,257 21,851 0.1 0.9
7 宮古諸島 2,096 1,599 1,463 1,738 1,626 1,749 1,301 1,240 1,144 1,244 1,647 1,453 52,945 0.2 2.2
8 八重山諸島 10,946 9,694 10,685 9,440 11,309 11,518 10,480 11,602 10,626 7,873 8,730 7,198 558,611 2.3 22.9
9 大東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0.0 0.0

10 県外 11,976 10,781 5,584 10 19 8 4 0 0 0 9 0 233,580 1.0 9.6
11 奄美諸島 1,259 2,077 1,937 1,501 2,367 2,353 2,414 2,051 2,064 2,419 2,431 725 38,327 0.2 1.6

9999 不明 19,676 18,730 29,627 35,949 36,852 33,884 33,514 32,675 28,352 26,019 26,268 27,698 979,554 4.0 40.1
沖底  計 62,412 61,097 65,291 64,873 61,145 60,207 56,161 55,687 49,922 44,906 46,512 46,807 2,444,227 10.0 100.0
沖表 1 北部 37,830 29,290 29,852 29,476 25,741 23,620 25,434 30,929 26,860 31,024 28,178 38,677 866,507 3.5 5.6

2 中東部 11,637 8,369 9,173 7,535 8,432 7,404 8,874 7,917 6,647 5,791 5,611 7,968 316,136 1.3 2.1
3 南東部 48,487 40,805 56,796 59,368 55,293 49,961 60,471 69,813 71,577 70,168 74,663 95,059 1,311,813 5.4 8.5
4 南西部 278,906 242,915 235,336 188,377 163,112 140,523 147,333 179,015 171,264 167,517 180,383 246,256 6,081,788 24.9 39.6
5 中西部 2,995 1,468 2,703 2,632 1,872 1,755 1,879 1,957 2,599 3,924 4,109 6,075 63,800 0.3 0.4

1-5小計 沖縄島 379,855 322,847 333,860 287,388 254,450 223,264 243,991 289,631 278,947 278,424 292,944 394,035 8,640,043 35.4 56.2
6 西部離島 29,191 22,008 23,183 36,156 41,442 40,135 49,344 46,102 41,276 36,814 42,525 50,148 683,197 2.8 4.4
7 宮古諸島 13,487 17,655 16,446 16,084 15,556 17,517 17,506 15,269 14,155 12,308 15,656 17,185 347,755 1.4 2.3
8 八重山諸島 37,204 36,343 39,388 51,779 51,876 49,942 57,930 72,241 60,684 65,822 77,846 82,769 1,122,379 4.6 7.3
9 大東 3 0 166 566 0 0 0 0 0 0 0 0 1,909 0.0 0.0

10 県外 77 41 31 41 27 95 22 0 0 0 1 0 3,972 0.0 0.0
11 奄美諸島 1,037 2,090 2,952 1,892 859 939 831 1,596 1,290 990 2,056 2,337 30,718 0.1 0.2

9999 不明 106,037 100,509 165,778 196,370 216,851 200,028 183,885 192,182 181,895 174,536 203,512 210,714 4,545,879 18.6 29.6
沖表  計 566,891 501,494 581,805 590,275 581,061 531,919 553,508 617,021 578,246 568,895 634,541 757,188 15,375,853 63.0 100.0
総計 833,361 760,491 839,204 836,206 814,000 747,415 755,755 814,127 760,768 746,533 811,935 941,185 24,410,310 100.0

表8　沖縄県水産海洋技術センター漁獲統計データベース ：生息地・海域区分ごとの生産額（万円）（1989年度-2015年度）

県内23市場での取り扱い数量．抽出条件：大分類コード（0～28：魚類，甲殻類，頭足類，貝類）．以下については集計から除外：大分類コード30～60（30ウニ

類，31ナマコ類，40爬虫類，41海産哺乳類，50海藻類，60その他），空白（エラーデータ）．

*一部重複集計を含む　（特に離島市場から泊市場に出荷される分について重複が含まれている可能性あり）

*生産地区分は属人．特に沖合表層に区分されるマグロ類等は南方海域産を含む．

*生息地N：　沿岸（主に水深100m以浅で漁獲されるもの），沖底（主に水深100m以深の沖合底層で漁獲されるもの．マチ類等），沖表（主に沖合表層で漁獲さ

れるもの．マグロ，カジキ類等）
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表9  沖縄島周辺海域での年代別各科年平均漁獲量及び構成比の内訳

漁獲量
(kg/年)

構成比
(%) Rank 漁獲量

(kg/年)
構成比

(%) Rank

アジ科 227,275 10.5 1 89,917 9.0 3 0.40
ブダイ科 225,327 10.4 2 111,209 11.1 2 0.49
フエフキダイ科 218,360 10.1 3 121,265 12.1 1 0.56
ハタ科 126,617 5.9 4 62,437 6.2 4 0.49
マダコ科（頭足類） 84,033 3.9 5 61,977 6.2 5 0.74
フエダイ科 80,682 3.7 6 37,869 3.8 7 0.47
コウイカ科（頭足類） 80,099 3.7 7 18,164 1.8 18 0.23
サバ科 79,526 3.7 8 31,593 3.2 10 0.40
アイゴ科 79,021 3.7 9 28,179 2.8 12 0.36
ニザダイ科 72,716 3.4 10 37,057 3.7 8 0.51
ニシン科 71,568 3.3 11 58,975 5.9 6 0.82
その他魚類 71,057 3.3 12 23,133 2.3 15 0.33
ジンドウイカ科（頭足類） 57,053 2.6 13 20,591 2.1 17 0.36
ワタリガニ科（甲殻類） 56,157 2.6 14 13,593 1.4 20 0.24
タカサゴ科 51,379 2.4 15 25,179 2.5 14 0.49
ハリセンボン科 44,796 2.1 16 15,952 1.6 19 0.36
リュウテンサザエ科（貝類） 42,794 2.0 17 32,023 3.2 9 0.75
ベラ科 40,317 1.9 18 29,146 2.9 11 0.72
タイ科 40,100 1.9 19 20,853 2.1 16 0.52
ヒメジ科 39,951 1.9 20 12,011 1.2 23 0.30
タチウオ科 34,607 1.6 21 9,979 1.0 24 0.29
シャコガイ科（貝類） 34,225 1.6 22 27,328 2.7 13 0.80
イサキ科 29,111 1.3 23 9,314 0.9 25 0.32
カマス科 27,146 1.3 24 6,917 0.7 27 0.25
イスズミ・メジナ科 26,263 1.2 25 12,378 1.2 22 0.47
トビウオ科 22,731 1.1 26 2,217 0.2 41 0.10
モンガラカワハギ・カワハギ科 21,931 1.0 27 3,063 0.3 35 0.14
ダツ科 19,269 0.9 28 8,682 0.9 26 0.45
イトヨリダイ科 17,644 0.8 29 5,396 0.5 29 0.31
イセエビ科（甲殻類） 16,199 0.8 30 12,777 1.3 21 0.79
キントキダイ科 13,276 0.6 31 3,120 0.3 34 0.24
ヒイラギ科 11,407 0.5 32 4,195 0.4 31 0.37
スズメダイ科 10,205 0.5 33 831 0.1 47 0.08
イットウダイ科 9,632 0.4 34 2,991 0.3 36 0.31
クロサギ科 9,207 0.4 35 1,044 0.1 46 0.11
アサヒガニ科（甲殻類） 8,119 0.4 36 2,257 0.2 40 0.28
サメ類 7,280 0.3 37 2,356 0.2 39 0.32
セミエビ科（甲殻類） 5,743 0.3 38 2,934 0.3 37 0.51
ウナギ目 5,354 0.2 39 3,585 0.4 33 0.67
その他貝類（貝類） 5,338 0.2 40 4,785 0.5 30 0.90
コチ科 4,233 0.2 41 2,109 0.2 42 0.50
ボラ科 4,076 0.2 42 1,100 0.1 45 0.27
カレイ目 3,882 0.2 43 767 0.1 49 0.20
エイ類 2,915 0.1 44 1,357 0.1 43 0.47
サヨリ科 2,773 0.1 45 780 0.1 48 0.28
ニシキウズガイ科（貝類） 2,702 0.1 46 4,112 0.4 32 1.52
イシダイ科 2,580 0.1 47 2,907 0.3 38 1.13
フグ科 2,330 0.1 48 1,303 0.1 44 0.56
シマイサキ科 1,993 0.1 49 417 0.0 53 0.21
キス科 1,611 0.1 50 225 0.0 54 0.14
スイショウガイ科（貝類） 1,526 0.1 51 6,078 0.6 28 3.98
ヤガラ科 1,210 0.1 52 499 0.0 52 0.41
マンジュウダイ科 952 0.0 53 577 0.1 51 0.61
オニオコゼ科 665 0.0 54 722 0.1 50 1.09
スギ科 507 0.0 55 41 0.0 62 0.08
トウゴロウイワシ科 447 0.0 56 204 0.0 55 0.46
その他エビ類（甲殻類） 407 0.0 57 126 0.0 56 0.31
カタクチイワシ科 332 0.0 58 18 0.0 63 0.05
サバヒー科 171 0.0 59 61 0.0 59 0.36
フサカサゴ科 165 0.0 60 53 0.0 61 0.32
スズキ科等 146 0.0 61 1 0.0 69 0.00
その他カニ類（甲殻類） 83 0.0 62 61 0.0 60 0.73
アカメ科 39 0.0 63 95 0.0 57 2.44
ソトイワシ科 17 0.0 64 75 0.0 58 4.40
ハタンポ科 9 0.0 65 12 0.0 65 1.44
エソ科 1 0.0 66 1 0.0 68 0.60
ギンカガミ科 0 0.0 67 1 0.0 67 -
タカノハダイ科 0 0.0 67 2 0.0 66 -
ツバメコノシロ科 0 0.0 67 16 0.0 64 -

魚類　　小計 1,764,807 81.7 794,187 79.3 0.45
頭足類　小計 221,186 10.2 100,731 10.1 0.46
貝類　　小計 86,585 4.0 74,326 7.4 0.86
甲殻類　小計 86,709 4.0 31,748 3.2 0.37

沿岸　計 2,159,288 100 1,000,992 100 0.46

科・分類群

1990s (1989-1999年） 2010s (2010-2015年)
漁獲量比

2010s
/1990s
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表10  沖縄島周辺海域での年代別各科年平均生産額及び構成比の内訳

生産額
(万円 /年)

構成比
(%) Rank 生産額

(万円/年)
構成比

(%) Rank

ハタ科 26,693 13.1 1 10,693 12.5 1 0.40
フエフキダイ科 26,536 13.0 2 10,166 11.9 2 0.38
ブダイ科 20,889 10.3 3 8,975 10.5 3 0.43
アジ科 15,155 7.4 4 4,549 5.3 7 0.30
ジンドウイカ科（頭足類） 10,541 5.2 5 2,305 2.7 10 0.22
フエダイ科 8,742 4.3 6 3,456 4.0 8 0.40
マダコ科（頭足類） 8,346 4.1 7 6,414 7.5 4 0.77
コウイカ科（頭足類） 8,110 4.0 8 1,309 1.5 19 0.16
ベラ科 7,299 3.6 9 4,869 5.7 6 0.67
アイゴ科 6,256 3.1 10 1,808 2.1 14 0.29
イセエビ科（甲殻類） 5,091 2.5 11 5,135 6.0 5 1.01
タイ科 4,861 2.4 12 1,514 1.8 17 0.31
その他魚類 4,792 2.4 13 1,595 1.9 16 0.33
ワタリガニ科（甲殻類） 4,428 2.2 14 1,406 1.6 18 0.32
シャコガイ科（貝類） 4,166 2.0 15 2,109 2.5 12 0.51
タカサゴ科 3,745 1.8 16 1,913 2.2 13 0.51
ハリセンボン科 3,475 1.7 17 884 1.0 24 0.25
リュウテンサザエ科（貝類） 2,957 1.5 18 2,762 3.2 9 0.93
ヒメジ科 2,937 1.4 19 777 0.9 25 0.26
イサキ科 2,843 1.4 20 664 0.8 26 0.23
ニザダイ科 2,728 1.3 21 1,197 1.4 20 0.44
ニシン科 2,654 1.3 22 1,775 2.1 15 0.67
セミエビ科（甲殻類） 2,256 1.1 23 2,225 2.6 11 0.99
サバ科 2,005 1.0 24 1,056 1.2 22 0.53
タチウオ科 1,718 0.8 25 947 1.1 23 0.55
イスズミ・メジナ科 1,530 0.8 26 470 0.5 27 0.31
イトヨリダイ科 1,450 0.7 27 265 0.3 31 0.18
アサヒガニ科（甲殻類） 1,356 0.7 28 181 0.2 34 0.13
カマス科 1,293 0.6 29 291 0.3 30 0.22
トビウオ科 1,016 0.5 30 72 0.1 45 0.07
モンガラカワハギ・カワハギ科 754 0.4 31 107 0.1 41 0.14
キントキダイ科 746 0.4 32 136 0.2 38 0.18
ヒイラギ科 658 0.3 33 105 0.1 42 0.16
スイショウガイ科（貝類） 589 0.3 34 1,087 1.3 21 1.85
イシダイ科 555 0.3 35 445 0.5 28 0.80
イットウダイ科 529 0.3 36 163 0.2 37 0.31
スズメダイ科 467 0.2 37 32 0.0 48 0.07
クロサギ科 392 0.2 38 31 0.0 49 0.08
サヨリ科 339 0.2 39 84 0.1 43 0.25
ダツ科 325 0.2 40 170 0.2 35 0.52
その他貝類（貝類） 293 0.1 41 345 0.4 29 1.18
カレイ目 278 0.1 42 57 0.1 47 0.20
キス科 245 0.1 43 25 0.0 50 0.10
コチ科 241 0.1 44 123 0.1 40 0.51
ニシキウズガイ科（貝類） 183 0.1 45 169 0.2 36 0.92
ウナギ目 173 0.1 46 135 0.2 39 0.78
サメ類 140 0.1 47 197 0.2 33 1.41
フグ科 138 0.1 48 63 0.1 46 0.45
シマイサキ科 120 0.1 49 10 0.0 54 0.08
その他エビ類（甲殻類） 86 0.0 50 9 0.0 55 0.10
ボラ科 82 0.0 51 13 0.0 52 0.16
オニオコゼ科 68 0.0 52 81 0.1 44 1.19
スギ科 44 0.0 53 2 0.0 59 0.05
エイ類 42 0.0 54 261 0.3 32 6.23
ヤガラ科 32 0.0 55 14 0.0 51 0.44
マンジュウダイ科 32 0.0 56 10 0.0 53 0.33
カタクチイワシ科 27 0.0 57 0 0.0 65 0.01
スズキ科等 16 0.0 58 0 0.0 67 0.00
その他カニ類（甲殻類） 12 0.0 59 3 0.0 58 0.24
フサカサゴ科 12 0.0 60 4 0.0 57 0.36
サバヒー科 6 0.0 61 1 0.0 62 0.19
トウゴロウイワシ科 5 0.0 62 2 0.0 60 0.41
アカメ科 4 0.0 63 6 0.0 56 1.79
ソトイワシ科 0 0.0 64 2 0.0 61 6.09
ハタンポ科 0 0.0 65 1 0.0 63 2.83
エソ科 0 0.0 66 0 0.0 69 0.16
ギンカガミ科 0 0.0 67 0 0.0 68 -
タカノハダイ科 0 0.0 67 0 0.0 66 -
ツバメコノシロ科 0 0.0 67 0 0.0 64 -

魚類　　小計 155,089 76.2 60,221 70.3 0.39
頭足類　小計 26,997 13.3 10,028 11.7 0.37
貝類　　小計 8,187 4.0 6,472 7.6 0.79
甲殻類　小計 13,230 6.5 8,958 10.5 0.68

沿岸　計 203,504 100 85,679 100 0.42

科・分類群

1990s (1989-1999年） 2010s (2010-2015年)
生産額比

2010s
/1990s
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# EFC EFN
N
*1

年間平

均漁獲

量
(kg)

構成比
(%)

漁獲

頻度
(%)*2

指標
有効

性
*3

指

標
*4

評価値
Ave11-15

/Max89-10

*5

参考値
Ave11-15

/Ave1990s

*6

水準
長期

傾向

短期

傾向

1 2850 ブダイ科 27 188,970 11.0 24.4 A 1 0.79 0.85 中位 減少 減少
2 2525 ハマフエフキ・シモフリフエフキ 27 98,494 5.8 19.8 B 1 0.87 1.03 中位 横ばい 増加
3 6010 タコ類 27 75,953 4.4 17.0 B 1 0.88 1.00 中位 横ばい 横ばい
4 2400 アジ科spp 27 60,106 3.5 10.8 B 1 0.99 1.08 高位 横ばい 増加
5 2190 ハタ科spp 27 56,971 3.3 18.5 A 1 0.64 0.73 低位 減少 減少
6 6021 コウイカ類 27 49,834 2.9 12.1 A 2 0.31 0.37 低位 減少 横ばい
7 2403 メアジ・ホソヒラアジ 27 43,731 2.6 3.1 B 2 0.44 0.65 低位 減少 横ばい
8 3331 グルクマ 27 42,996 2.5 2.9 B 2 0.51 0.69 低位 減少 増加
9 6022 アオリイカ類 27 42,444 2.5 11.6 B 2 0.38 0.62 低位 減少 減少

10 2460 タカサゴ科 27 41,843 2.4 6.7 A 1 0.38 0.55 低位 減少 横ばい
11 3231 アイゴ 27 41,308 2.4 10.0 A 2 0.27 0.39 低位 減少 横ばい
12 723 ヤマトミズン類 27 37,528 2.2 0.7 B 1 0.69 1.94 低位 増加 横ばい
13 5502 ガザミ類 27 37,399 2.2 9.2 A 2 0.31 0.39 低位 減少 減少
14 3520 ハリセンボン科 27 33,028 1.9 15.1 B 2 0.49 0.60 低位 減少 横ばい
15 7002 チョウセンサザエ 27 32,686 1.9 3.8 A 1 0.41 0.52 低位 減少 増加
16 2191 スジアラ属 27 32,626 1.9 11.3 B 1 0.68 0.83 低位 減少 横ばい
17 2402 カンパチ類 27 30,832 1.8 3.1 A 1 0.52 0.66 低位 減少 横ばい
18 2458 フエダイ属（びたろー・やまとび） 27 30,541 1.8 8.9 A 1 0.61 0.71 低位 減少 横ばい
19 2523 メイチダイ属 27 30,142 1.8 4.9 A 1 0.44 0.60 低位 減少 横ばい
20 2841 シロクラベラ 27 29,571 1.7 9.7 B 1 1.05 1.25 高位 増加 増加
21 2550 ヒメジ科 27 28,376 1.7 15.3 A 1 0.61 0.67 低位 減少 横ばい
22 3261 テングハギ属 (herbivore) 27 27,331 1.6 7.9 B 1 0.88 1.00 中位 横ばい 横ばい
23 3260 ニザダイ科spp 27 26,463 1.5 7.8 A 1 0.73 0.84 中位 減少 減少
24 2406 インドオキアジ 27 25,594 1.5 0.4 A 2 0.05 0.09 低位 減少 横ばい
25 2491 コショウダイ・コロダイ属 27 21,620 1.3 9.2 A 1 0.58 0.67 低位 減少 横ばい
26 3320 タチウオ科 27 21,132 1.2 3.3 B 2 0.26 0.55 低位 減少 増加
27 2524 フエフキダイ属（むるー） 27 20,613 1.2 4.3 A 1 0.55 0.64 低位 減少 横ばい
28 2750 イスズミ科・メジナ科 27 19,810 1.2 4.9 A 1 0.73 0.85 中位 減少 横ばい
29 2511 キビレアカレンコ・タイワンダイ 27 18,786 1.1 3.7 B 1 0.42 0.91 低位 変動 横ばい
30 722 ミズン 27 18,156 1.1 0.7 B 1 0.86 1.28 中位 増加 横ばい
31 3300 カマス科 27 17,217 1.0 5.5 A 2 0.26 0.43 低位 減少 横ばい
32 3460 モンガラカワハギ・カワハギ科 27 16,258 0.9 5.3 A 2 0.11 0.23 低位 減少 横ばい
33 2512 クロダイ属・ホシミゾイサキ 27 15,996 0.9 4.9 B 1 0.75 1.07 中位 変動 横ばい
34 5010 イセエビ類 27 15,697 0.9 7.5 B 1 0.92 1.09 高位 増加 増加
35 2526 イソフエフキ 27 15,260 0.9 7.2 B 1 0.71 0.88 中位 減少 横ばい
36 724 ドロクイ属 27 15,152 0.9 3.1 B 1 0.73 0.93 中位 横ばい 増加
37 2404 ムロアジ類 27 14,264 0.8 0.8 B 1 0.40 1.37 低位 変動 増加
38 1860 ダツ科 27 13,847 0.8 1.9 B 1 0.98 1.42 高位 増加 横ばい
39 2451 アオチビキ 27 12,067 0.7 1.8 A 1 0.33 0.65 低位 減少 増加
40 2195 バラハタ属 27 9,697 0.6 4.4 A 1 0.53 0.60 低位 減少 減少
41 2300 キントキダイ科 27 9,586 0.6 2.7 A 1 0.34 0.51 低位 減少 横ばい
42 2410 ヒイラギ科 27 9,146 0.5 1.4 B 1 0.48 1.09 低位 変動 減少
43 3232 ゴマアイゴ 27 9,119 0.5 4.1 B 1 0.74 0.83 中位 減少 横ばい
44 7003 ヤコウガイ 27 8,581 0.5 2.3 A 1 1.29 3.10 高位 増加 増加
45 2450 フエダイ科spp 27 8,478 0.5 2.0 A 1 0.42 0.54 低位 減少 減少
46 2527 アマミフエフキ 27 7,491 0.4 1.2 B 1 0.58 0.75 低位 減少 減少
47 33332 ソーダガツオ属 27 7,349 0.4 0.4 B 2 0.24 0.52 低位 変動 増加
48 2501 ヒトスジタマガシラ 27 7,172 0.4 5.1 B 1 0.80 0.88 中位 減少 横ばい
49 1560 イットウダイ科 27 6,444 0.4 3.6 A 1 0.43 0.57 低位 減少 横ばい
50 7006 マガキガイ 27 5,724 0.3 1.5 A 1 0.60 1.49 低位 増加 横ばい

表11   沖縄島周辺沿岸域における有効魚種ごとの資源量指標，評価値及び資源評価  (総合評価対象86分類群）

  構成比降順並び替え．詳細は本文参照．*1  N：データ年数 . *2 漁獲頻度  (%)：全水揚げ回数に占める該当分類群の水揚げ回数の割合 .
 *3 指標有効性カテゴリー  (A：漁獲量，CPUE1，CPUE2の全てが同じ傾向，B：漁獲量，CPUE1，CPUE2のいずれかの傾向が異なる). *4 選
択した総合評価の指標：  CPUE1 (1)またはCPUE2 (2). *5 資源水準の評価値：([近年5年間2011－2015年の指標平均値] / [過去1989－2010年の

指標最大値]).　*6 近年の指標参考値：([近年5年間の指標平均値] / [1990年代指標平均値])

有効魚種区分 漁獲量N年間年平均値 総合評価
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表11  続き

# EFC EFN
N
*1

年間平
均漁獲

量
(kg)

構成比
(%)

漁獲

頻度
(%)*2

指標

有効

性
*3

指

標
*4

評価値
Ave11-15

/Max89-10

*5

参考値
Ave11-15

/Ave1990s

*6

水準
長期

傾向

短期

傾向

51 2700 スズメダイ科 27 5,498 0.3 0.5 A 2 0.08 0.12 低位 減少 横ばい
52 3262 テングハギ属 (planktivore) 27 5,408 0.3 1.4 A 2 0.21 0.30 低位 減少 横ばい
53 2480 クロサギ科 27 5,205 0.3 2.0 A 2 0.13 0.18 低位 減少 減少
54 33331 スマ 27 5,094 0.3 0.4 B 1 0.76 1.26 中位 変動 横ばい
55 550 ウナギ目 27 5,074 0.3 1.4 B 2 0.72 1.10 中位 増加 減少
56 2840 ベラ科spp 27 4,923 0.3 3.0 A 2 0.39 0.46 低位 減少 減少
57 5501 アサヒガニ 27 4,889 0.3 0.5 B 2 0.23 0.46 低位 減少 減少
58 2502 イトヨリダイ属 27 4,731 0.3 1.9 A 2 0.06 0.09 低位 減少 減少
59 2456 ヒメフエダイ 27 4,655 0.3 2.7 B 1 0.39 0.52 低位 減少 横ばい
60 3235 スク　（アイゴ類稚魚） 27 4,271 0.2 0.0 A 1 0.28 0.91 低位 変動 横ばい
61 1970 コチ科 27 3,642 0.2 2.4 B 1 0.92 1.10 高位 増加 増加
62 5020 セミエビ類 27 3,641 0.2 4.9 A 1 0.76 0.82 中位 減少 横ばい
63 2528 キツネフエフキ 27 3,393 0.2 1.0 B 1 0.36 0.45 低位 減少 横ばい
64 2522 ノコギリダイ 27 3,370 0.2 2.0 A 1 0.73 0.88 中位 減少 増加
65 2454 バラフエダイ 27 3,327 0.2 0.5 A 1 0.36 0.44 低位 減少 減少
66 7004 サラサバテイ 27 3,321 0.2 0.7 B 1 0.99 2.29 高位 増加 増加
67 1790 ボラ科 27 3,173 0.2 0.8 B 2 0.26 0.41 低位 減少 減少
68 2741 イシガキダイ 27 2,756 0.2 1.8 B 1 0.56 0.72 低位 減少 横ばい
69 3360 カレイ目 27 2,729 0.2 2.8 A 2 0.23 0.30 低位 減少 減少
70 2521 ヨコシマクロダイ 27 2,601 0.2 1.7 B 1 0.60 0.88 低位 減少 横ばい
71 3233 ハナアイゴ 27 2,450 0.1 1.6 A 1 0.64 0.80 低位 減少 増加
72 3330 サバ科spp 27 2,297 0.1 0.5 B 2 0.38 0.59 低位 減少 横ばい
73 0 えい類 27 2,243 0.1 0.4 B 2 0.51 0.78 低位 減少 増加
74 2842 タキベラ属 27 2,224 0.1 1.1 A 1 0.42 0.48 低位 減少 減少
75 2452 イトヒキフエダイ 27 2,044 0.1 0.8 B 1 0.42 0.61 低位 減少 横ばい
76 1840 サヨリ科 27 1,800 0.1 0.9 A 2 0.28 0.50 低位 減少 横ばい
77 3510 フグ科 27 1,635 0.1 0.4 B 1 0.87 1.09 中位 増加 横ばい
78 2711 コトヒキ 27 1,356 0.1 0.9 A 2 0.19 0.29 低位 減少 減少
79 1730 ヤガラ科 27 1,018 0.1 1.1 A 1 0.71 0.79 中位 減少 横ばい
80 2540 キス科 27 965 0.1 0.5 A 2 0.15 0.21 低位 減少 減少
81 3210 マンジュウダイ科 27 965 0.1 0.6 B 1 0.65 0.95 低位 横ばい 横ばい
82 1890 オニダルマオコゼ 27 902 0.1 0.7 B 1 0.68 0.92 低位 減少 横ばい
83 5021 ゾウリエビ・ウチワエビモドキ 27 796 0.0 1.6 B 1 0.70 0.81 中位 減少 増加
84 5040 エビ類 27 294 0.0 0.3 B 2 0.26 0.50 低位 変動 横ばい
85 750 サバヒー 27 114 0.0 0.1 A 1 0.38 0.64 低位 減少 増加
86 2100 アカメ科 25 61 0.0 0.1 B 1 0.64 0.81 低位 減少 横ばい

総合評価有効魚種区分 漁獲量N年間年平均値
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図1. 沖縄島周辺の共同漁業権区域 
（図中番号）および5つの海域区分 

図2. 沖縄全県の漁業（生息地区分）ごとの漁獲量の推移 
（1989年度－2015年度） 

図3. 沖縄全県の漁業（生息地区分）ごとの漁獲努力量の推移（1989
年度－2015年度） 
 Effort2：延べ水揚数，Effort3：年間漁業数 

図4. 沿岸漁業（生息地区分“沿岸”）の海域別漁獲量の推移 
（1989年度－2015年度） 
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沖縄島沿岸域の水産資源の動向と現状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6. 沖縄島周辺で漁獲される沿岸漁業対象全分類群の資源量指標値（CPUE2)推移と水準の評価 

図7. 沖縄島周辺で漁獲される沿岸漁業対象分類群の漁獲量 
         （沖縄農林水産統計年報及び沖縄県水産海洋技術センターDBの比較） 
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